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富
士
山
へ
の
手
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・
絵
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ン
ク
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ル
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賞
作
品
集
発
刊
に
よ
せ
て

　
こ
の
た
び
、「
富
士
山
へ
の
手
紙
・
絵
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
入
賞
作
品
集
が
発
刊
さ
れ
ま
す
こ
と
、
心
よ
り
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　
本
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
富
士
山
へ
の
愛
情
や
敬
意
を
こ
め
て
、
皆
様
が
思
い
思
い
の
言
葉
や
絵
で
富
士
山
の
素
晴
ら
し
さ
を
表
現
す
る
機
会
と
し

て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
本
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
多
く
の
子
ど
も
達
か
ら
作
品
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
皆
様
の
作
品
に
は
、
富
士
山
を
大
切
に
し
、
未
来
に
向
け
て
富
士
山

の
恵
み
を
守
っ
て
い
こ
う
と
い
う
強
い
意
思
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
皆
様
の
思
い
が
、
次
世
代
へ
と
美
し
い
富
士
山
を
引
き
継
ぐ
意
識

を
育
く
む
土
台
と
な
り
、
私
た
ち
の
ま
ち
が
豊
か
で
持
続
可
能
な
社
会
へ
と
進
ん
で
い
く
た
め
の
大
き
な
力
に
な
る
と
確
信
し
ま
し
た
。

　
入
賞
作
品
集
の
発
刊
に
よ
り
、
広
く
共
有
さ
れ
る
こ
と
で
、
地
域
社
会
全
体
で
富
士
山
へ
の
理
解
と
愛
情
を
深
め
る
機
会
と
な
る
こ
と
を
心
よ

り
願
っ
て
い
ま
す
。
入
賞
者
の
皆
様
が
表
現
し
た
富
士
山
の
美
し
さ
や
偉
大
さ
、
そ
の
存
在
に
対
す
る
敬
意
を
、
ぜ
ひ
多
く
の
方
々
に
も
感
じ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
富
士
宮
市
で
は
、
文
化
・
芸
術
活
動
の
場
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
感
性
や
想
像
力
を
育
く
む
取
組
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
の
で
皆
様
方
の
御
理
解
、
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
、
今
回
か
ら
海
外
賞
を
創
設
し
ま
し
た
。
世
界
文
化
遺
産
富
士
山
は
、
海
外
の
方
の
想
像
力
も
か
き
立
て
、
多
く
の
素
晴
ら
し
い
作
品
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
皆
様
御
覧
く
だ
さ
い
。

　
結
び
に
、
御
応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
や
学
校
関
係
者
の
方
々
、
熱
心
か
つ
厳
正
に
審
査
く
だ
さ
い
ま
し
た
審
査
員
長
村
松
友
視
先
生
・
副

審
査
員
長
村
上
雅
洋
先
生
を
は
じ
め
と
す
る
審
査
員
の
皆
様
、
ま
た
、
本
事
業
に
御
理
解
と
御
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
各
位
に
対
し
、
心

か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
七
年
二
月

富
士
宮
市
長
　
　
須
藤
　
秀
忠
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　「
富
士
山
へ
の
手
紙
・
絵
コ
ン
ク
ー
ル
」
は
、「
富
士
山
と
富
士
山
に
か
か
わ
る
地
域
を
い
つ
ま
で
も
守
っ
て
い
こ
う
と
す
る
豊
か
な
心
を
も
っ

た
人
々
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
寄
与
す
る
文
化
活
動
と
し
て
、
平
成
八
年
に
開
始
さ
れ
、
今
年
で
第
二
十
九
回
を
迎
え
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
に
多
く
の
応
募
が
あ
り
、
名
実
と
も
に
、
富
士
山
を
大
切
に
想
う
気
持
ち
を
育
み
、
富
士
山
の
す
ば
ら
し
さ
を
全
国
に
向
け
て
発
信

す
る
、
意
味
あ
る
コ
ン
ク
ー
ル
と
し
て
成
長
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
毎
年
多
く
の
作
品
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
皆
様
の
熱
い
想
い
と
、

厳
正
か
つ
熱
心
な
審
査
を
い
た
だ
い
た
審
査
員
の
方
々
の
協
力
の
賜
物
で
あ
る
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、本
年
度
も
、日
本
各
地
に
加
え
海
外
か
ら
も
、多
く
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ど
の
作
品
か
ら
も
富
士
山
と
向
き
合
い
か
か
わ
り
合
っ

て
、感
じ
た
こ
と
や
学
ん
だ
こ
と
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
に
そ
れ
ぞ
れ
の
富
士
山
の
姿
・
心
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
、深
く
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

富
士
山
は
、
私
た
ち
日
本
人
の
生
活
や
心
の
中
に
常
に
息
づ
い
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
確
信
い
た
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
ま
た
、
こ
の
富
士
山
の
豊
か
な
自
然
や
美
し
い
景
観
、
歴
史
的
価
値
を
未
来
の
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
の
意
味
を
強
く
感
じ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
も
こ
の
作
品
集
が
一
人
で
も
多
く
の
方
の
目
に
触
れ
、
私
た
ち
の
富
士
山
と
地
域
を
い
つ
ま
で
も
大

切
に
し
て
い
こ
う
と
す
る
気
持
ち
を
育
む
こ
と
に
役
立
て
ら
れ
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
ご
応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
や
本
事
業
に
ご
理
解
と
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
各
位
に
対
し
、
心
か
ら
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
七
年
二
月

富
士
宮
市
教
育
長
　
　
望
月
　
俊
伸
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愛知県知多郡・だれでもアーティストクラブ　　小学生低学年の部

永井　陽基

最優秀賞最優秀賞

富 士 山 の 絵

わおー ! こわいけどたのしいふじ山りょこう

これからすむところ

富士宮市・21 世紀アートスタジオ 幼児の部

� 奥田　碧人
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富士市・富士市立富士中学校 中学生の部

千須和　建伍

最優秀賞最優秀賞

富 士 山 の 絵

暁の富士山

荘厳な富士

富士宮市・富士宮市立富士根南小学校　　小学生高学年の部

小尾　海翔
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最優秀賞最優秀賞

富 士 山 の 絵

THIS IS 富士山

富士市 高校生・成人の部

　　石川　邦彦
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優 秀 賞優 秀 賞

富 士 山 の 絵
幼児の部

愛知県知多郡・だれでもアーティストクラブ

村尾　拓真

富士宮市・富丘こども園

外⼭　あす花動物と富士山に
登りたいな

しんかんせんより
ぼくはやいよ！

富士宮市・富士宮市立⼤宮保育園

小林　そら新幹線ヤッホー
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優 秀 賞優 秀 賞

富 士 山 の 絵
小学生低学年の部

富士宮市・富士宮市立上野小学校

重田　快⽃「⽣きる」

富士宮市・富士宮市立富士根南小学校

渡邉　颯みんな⼤好き
富士山！

御殿場市・アートスクールソフィア御殿場

新家　みのりほしぞら
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優 秀 賞優 秀 賞

富 士 山 の 絵
小学生高学年の部

富士宮市・富士宮市立富士根南小学校

堀内　葵守りたい景⾊

富士宮市・富士宮市立⼤宮小学校

小林　あお

御殿場市・アートスクールソフィア御殿場

鈴⽊　志乃

⼣暮れにそまる
わたしたちのまち

富士山へ向かう鯉
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優 秀 賞優 秀 賞

富 士 山 の 絵
中学生の部

富士宮市・富士宮市立富士根南中学校

後藤　優奈有為転変

富士宮市・星陵中学校

飯塚　杏里いつもの帰り道

富士市・富士市立吉原第一中学校

好田　悠奈星降る夜に
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優 秀 賞優 秀 賞

富 士 山 の 絵
高校生・成人の部

富
士
市

⼤
倉
　
正
次

愛
知
県
知
多
郡
・
だ
れ
で
も
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ

岩
⽥
　
亜
⼦

富
⼠
⼭
と

シ
ト
ロ
エ
ン
２
C
V

初
め
て
⾒
た

富
⼠
⼭
の
⽕
⼝

富士市

望⽉　史苗⼤漁を祝う
新春の富士山
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  佳　作  佳　作

富 士 山 の 絵
幼児の部

池
⽥
　
遼

富
士
市
・
吉
原
聖
⺟
幼
稚
園

ふ
じ
さ
ん
の
い
ろ

⽵
内
　
依
真

愛
知
県
名
古
屋
市
・
愛
英
西
山
幼
稚
園

お
花
畑
か
ら

富
⼠
⼭
を
眺
め
る

Landgraf�May�Lin

神
奈
川
県
海
⽼
名
市
・
ア
ト
リ
エ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ｏ

と
お
く
に
⼤
き
な

ふ
じ
さ
ん
み
え
た
よ

河
合
　
奏
歩

富
士
市
・
吉
原
聖
⺟
幼
稚
園

富
⼠
⼭
で
花
⽕
⼤
会

笠
井
陽
那
実

富
士
市
・
富
士
市
立
岩
松
幼
稚
園

ど
う
ぶ
つ
と
お
と
も
だ
ち
が

よ
く
あ
そ
び
に
く
る
ふ
じ
さ
ん

林
　
知
奈

富
士
市
・
富
士
市
立
岩
松
幼
稚
園

か
ぞ
く
で
ふ
じ
さ
ん
に
の
ぼ
っ
て

や
ま
ご
や
に
い
っ
た
よ

劉
　
⼼
暖

神
奈
川
県
海
⽼
名
市
・
ア
ト
リ
エ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ｏ

か
ぞ
く
で
ふ
じ
さ
ん
を
み
に

ド
ラ
イ
ブ
し
た
よ
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  佳　作  佳　作

富 士 山 の 絵
幼児の部

遠
藤
　
楓
奈

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
明
星
保
育
園

⼤
き
な
富
⼠
⼭

佐
々
⽊
蒼
汰

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
大
宮
保
育
園

に
っ
こ
り
富
⼠
⼭

佐
野
孝
太
朗

富
士
宮
市
・
ふ
じ
キ
ン
ダ
ー
学
園

ふ
じ
さ
ん

み
ん
な
を
ま
も
っ
て
ね

重
⽥
依
知
花

富
士
宮
市
・
上
野
幼
稚
園

あ
か
い
ふ
じ
さ
ん
も

げ
ん
き
い
っ
ぱ
い
！！

渡
邉
　
康
太

富
士
宮
市
・
⿊
田
幼
稚
園

ふ
じ
さ
ん
と

キ
ラ
キ
ラ
ぼ
し

堀
⽥
　
⿓
愛

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
山
宮
保
育
園

た
い
よ
う
た
く
さ
ん

に
っ
こ
り
ふ
じ
さ
ん
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  佳　作  佳　作

富 士 山 の 絵
幼児の部

⽥
代
　
陽
毬

富
士
宮
市
・
富
丘
こ
ど
も
園

富
⼠
⼭
と
み
ん
な

和
⽥
　
侑
河

富
士
宮
市
・
富
丘
こ
ど
も
園

富
⼠
⼭
と
電
⾞

⿊
澤
　
秀
哉

富
士
市
・
富
士
リ
ズ
ム
幼
稚
園

ぼ
く
の
だ
い
す
き
な

ふ
じ
さ
ん

南
　
い
ろ
り

愛
知
県
知
多
郡
・
だ
れ
で
も
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ

ふ
じ
さ
ん
の
み
ず
う
み
で

ボ
ー
ト
に
の
っ
た
よ

荒
⾦
　
栞

富
士
宮
市
・
富
丘
こ
ど
も
園

動
物
と
富
⼠
⼭
で

遊
ぼ
う

榊
原
　
に
こ

愛
知
県
知
多
郡
・
だ
れ
で
も
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ

は
や
く
な
つ
が

こ
な
い
か
な
あ

岩
﨑
　
圭
浪

愛
知
県
知
多
郡
・
だ
れ
で
も
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ

ふ
じ
さ
ん
に
い
っ
て

お
か
し
パ
ー
テ
ィ
ー
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  佳　作  佳　作

富 士 山 の 絵
小学生低学年の部

皆
川
　
陽
優

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

富
⼠
⼭
と
共
に

野
﨑
　
⼼
乃

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
士
見
小
学
校

マ
ス
テ
で
、

ふ
じ
さ
ん

佐
野
　
⼼
乃

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
大
富
士
小
学
校

カ
ラ
フ
ル

に
じ
ふ
じ

⾨
⻄
　
菜
七

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
東
小
学
校

き
れ
い
な

富
⼠
⼭
の
光

櫻
井
　
玲
來

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

ふ
じ
さ
ん
と

は
ら
っ
ぱ

肥
⽥
　
悠
暖

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

ゆ
た
か
な
富
⼠
⼭

い
つ
ま
で
も

久
保
⽥
桃
那

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

夏
の
夜
の
ふ
じ
⼭
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  佳　作  佳　作

富 士 山 の 絵
小学生低学年の部

中
根
　
光
翼

愛
知
県
名
古
屋
市
・
ア
ト
リ
エ
と
ま
る

⼤
好
き
な
新
か
ん
線
が
は
く
⼒

い
っ
ぱ
い
の
富
⼠
⼭
を
通
過
！！

望
⽉
　
愛
希

富
士
市
・
富
士
市
立
岩
松
小
学
校

ふ
じ
⼭
と
わ
た
し
た
ち
は

す
ん
で
い
る

深
萱
美
桜
季

岐
⾩
県
土
岐
市
・
土
岐
市
立
土
岐
津
小
学
校

旅
⾏
の
思
い
出

春
⽇
井
　
蘭

愛
知
県
名
古
屋
市
・
ア
ト
リ
エ
と
ま
る

本
町
３
丁
⽬
か
ら

⾒
え
る
富
⼠
⼭

後
藤
ひ
ま
り

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
貴
船
小
学
校

わ
た
し
の
町
の

富
⼠
⼭

平
野
　
颯
⼤

富
士
市
・
富
士
市
立
岩
松
小
学
校

シ
ェ
ー
ビ
ン
グ
フ
ォ
ー
ム
で
か
い
た
、

が
っ
こ
う
か
ら
の
ふ
じ
さ
ん
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  佳　作  佳　作

富 士 山 の 絵
小学生低学年の部

⽵
内
　
悠
乃

愛
知
県
知
多
郡
・
だ
れ
で
も
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ

東
京
か
ら
⾒
え
る

⼣
⽅
の
ふ
じ
⼭

⾓
⽥
　
燎
哉

愛
知
県
知
多
郡
・
だ
れ
で
も
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ

⼼
に
の
こ
る

ふ
じ
⼭
の
花
⽕
⼤
会

村
尾
　
実
咲

愛
知
県
知
多
郡
・
だ
れ
で
も
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ

ふ
じ
⼭
ま
で

と
ど
く
か
な
ー
！

榊
原
　
優
彩

愛
知
県
知
多
郡
・
だ
れ
で
も
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ

家
ぞ
く
で
元
気
に

ラ
ジ
オ
た
い
そ
う

信
⽥
　
美
緒

愛
知
県
知
多
郡
・
だ
れ
で
も
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ

ふ
じ
⼭
の
⾒
え
る
神
社
で
お
ま
い
り

（
頭
が
よ
く
な
り
ま
す
よ
う
に
！
）

村
松
　
奈
海

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
丘
小
学
校

花
⽕
い
っ
ぱ
い

夜
の
富
⼠
⼭

村
井
　
⾥
帆

愛
知
県
知
多
郡
・
だ
れ
で
も
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ

ふ
じ
⼭
の
お
ん
せ
ん

家
ぞ
く
り
ょ
⾏
の
思
い
出
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  佳　作  佳　作

富 士 山 の 絵
小学生高学年の部

福
海
　
博
⽇

兵
庫
県
明
石
市
・
須
磨
浦
小
学
校

絶
滅
す
る
な
！

富
⼠
⼭
の
⽣
き
物
た
ち

若
⼭
　
笑
万

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

⼣
焼
け
と
富
⼠
⼭

井
芹
　
優
那

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

夏
の
思
い
出

⾚
池
　
花
⾳

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

真
夏
⽇

遠
藤
　
美
⾥

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

夜
明
け
の
逆
さ
富
⼠

⻑
澤
　
伊
吹

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

森
の
む
こ
う
に
あ
る

富
⼠
⼭



23

  佳　作  佳　作

富 士 山 の 絵
小学生高学年の部

深
澤
　
杏
南

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

夜
の
富
⼠
⼭
と

上
が
る
花
⽕

佐
野
　
聖
梛

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

カ
ラ
フ
ル
キ
ラ
キ
ラ

富
⼠
⼭

⻑
澤
　
侑
吾

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

池
と
富
⼠
⼭

春
の
富
⼠

加
茂
　
侑
莉

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
北
山
小
学
校

渡
邉
　
薫

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

夜
の
光
る
道

⼤
嶽
　
杏

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
士
根
北
小
学
校

⼣
や
け
に
そ
ま
る

富
⼠
⼭

渡
邉
　
結
⼠

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

明
⽇
も
か
が
や
け

富
⼠
⼭



24

  佳　作  佳　作

富 士 山 の 絵
小学生高学年の部

半
澤
　
理
早

富
士
市
・
富
士
市
立
中
央
小
学
校

紅
葉
の
富
⼠

今
井
　
凜
々

愛
知
県
知
多
郡
・
だ
れ
で
も
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ

ふ
じ
⼭
の
ふ
も
と
で

お
茶
つ
み
体
験

後
藤
　
咲
来

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
丘
小
学
校

さ
く
ら
吹
雪

富
⼠
⼭
ま
で
と
ど
け
！

⽯
川
　
真
⻁

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
丘
小
学
校

１
番
か
っ
こ
い
い

富
⼠
⼭
み
ー
つ
け
た
。

中
島
佳
邦
⼦

富
士
市
・
富
士
市
立
吉
原
小
学
校

春
が
来
た

⽊
下
　
剣
⼈

富
士
市
・
富
士
市
立
吉
原
小
学
校

秋
の
富
⼠
⼭

望
⽉
　
昊

富
士
市
・
富
士
市
立
岩
松
小
学
校

富
⼠
⼭
に
向
か
っ
て

ホ
ー
ム
ラ
ン
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  佳　作  佳　作

富 士 山 の 絵
中学生の部

篠
原
　
⾢
綾

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
大
富
士
中
学
校

富
⼠
⼭
と
茶
畑

中
野
　
栞

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
芝
川
中
学
校

「
よ
し
、
完
成
だ
!!
」

芹
澤
　
結
⾐

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
柚
野
中
学
校

⽉
と
富
⼠

⾙
増
　
釉
久

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
大
富
士
中
学
校

四
季
富
⼠

鶴
⾒
槙
次
郎

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
柚
野
中
学
校

⽇
常
の
中
の
富
⼠
⼭

伊
藤
　
嘉
記

富
士
市
・
富
士
市
立
吉
原
第
一
中
学
校

夜
明
け
前
の
静
寂

御
宿
　
⽻
詩

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
上
野
中
学
校

星
彩
の
ま
ち
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  佳　作  佳　作

富 士 山 の 絵
中学生の部

中
⽮
　
⼩
遥

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
西
富
士
中
学
校

富
⼠
登
⼭

細
野
　
美
宙

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
士
根
北
中
学
校

校
庭
を
⾒
守
る

カ
タ
ク
リ
と
富
⼠
⼭

神
⼾
　
蒼
空

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
士
根
北
中
学
校

真
夏
の
富
⼠
⼭

佐
野
百
々
華

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
士
根
北
中
学
校

富
⼠
⼭
の
⽔
と
共
に

千
葉
　
祐
弥

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
北
山
中
学
校

⽩
⽷
公
園 

富
⼠
⼭
の
景
⾊

池
野
倫
太
朗

富
士
宮
市
・
星
陵
中
学
校

兄
の
帰
郷
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  佳　作  佳　作

富 士 山 の 絵
中学生の部

持
⽥
　
和
⾹

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
士
宮
第
一
中
学
校

唯
⼀
無
⼆

望
⽉
　
奏
⾥

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
士
宮
第
二
中
学
校

夜
景

芹
澤
　
夢
⾹

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
士
宮
第
二
中
学
校

雲
を
突
き
抜
け
る

富
⼠
⼭

富
岡
　
愛
依

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
士
宮
第
一
中
学
校

富
⼠
⼭
と
私
の
町

浅
野
ほ
の
美

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
士
根
北
中
学
校

⽇
落
ち
の
富
⼠

椎
野
未
彩
季

愛
知
県
知
多
郡
・
だ
れ
で
も
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ

⽔
仙
の
咲
く
頃

近
藤
　
有
⽮

茨
城
県
つ
く
ば
市
・
つ
く
ば
市
立
⽮
田
部
東
中
学
校

湖
畔
の
秋
明
か
り
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  佳　作  佳　作

松
⽥
ゆ
か
り

富
士
市

富
⼠
⼭
頂

光
と
影

富 士 山 の 絵
高校生・成人の部

原
　
沙
津
貴

神
奈
川
県
海
⽼
名
市
・
ア
ト
リ
エ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ｏ

雄
⼤
な
富
⼠
⼭

稲
垣
　
利
章

千
葉
県
佐
倉
市

富
⼠
⼭
は
フ
ァ
ン

タ
ジ
ー
な
エ
リ
ア

⼤
村
　
夏
輝

富
士
宮
市
・
静
岡
県
立
富
岳
館
高
等
学
校

⽇
本
の
象シ

ン
ボ
ル徴

Morimoto�Fernando�Hiroaki

富
士
宮
市
・
静
岡
県
立
富
岳
館
高
等
学
校

無
題

野
中
　
良
美

沼
津
市

「
レ
イ
ン
ほ
う
」

奥
⽥
　
旭

東
京
都
葛
飾
区

富
⼠
⼭
と
サ
ー
フ
ィ
ン
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  佳　作  佳　作

富 士 山 の 絵
高校生・成人の部

⽠
ヶ
平
美
津
⼦

兵
庫
県
美
方
郡

⼣
ぐ
れ

瀧
川
　
正
章

東
京
都
小
⾦
井
市

富
⼠
⼭
あ
り
て

こ
そ
…

佐
藤
　
美
咲

静
岡
市
・
静
岡
サ
レ
ジ
オ
高
等
学
校

朝
⽇
に
輝
く

雲
海
と
富
⼠
⼭

都
築
　
修

富
士
宮
市

富
⼠
と
共
に

神
⽥
　
そ
ら

富
士
宮
市
・
静
岡
県
立
富
岳
館
高
等
学
校

無
題

深
澤
　
莉
央

富
士
宮
市
・
静
岡
県
立
富
岳
館
高
等
学
校

ひ
ま
わ
り

髙
橋
　
奈
美

富
士
宮
市

懐ふ
と
こ
ろ

〜
お
か
げ
さ
ま

あ
り
が
と
う
〜



30

富 士 山 の 絵
高校生・成人の部

  佳　作  佳　作

福
⽥
　
凌
久

富
士
宮
市
・
静
岡
県
立
富
士
特
別
⽀
援
学
校 

富
士
宮
分
校

雲
の
上
に
そ
び
え

⽴
つ
富
⼠
⼭

佐
野
　
海
⽃

富
士
宮
市
・
静
岡
県
立
富
士
特
別
⽀
援
学
校 

富
士
宮
分
校

⼣
焼
け
に
映
え
る

富
⼠
⼭

⼩
林
　
夏
⼦

富
士
宮
市
・
21
世
紀
ア
ー
ト
ス
タ
ジ
オ

い
と
お
し
い
⼤
地

遠
藤
　
和
帆

富
士
宮
市

無
題

早
房
　
安
菜

富
士
市
・
静
岡
県
立
富
士
高
等
学
校

い
っ
て
き
ま
す

⻄
川
　
穂
耶

芝
桜
に
う
か
ぶ

富
⼠
⼭

富
士
宮
市
・
静
岡
県
立
富
士
特
別
⽀
援
学
校 

富
士
宮
分
校
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富 士 山 の 絵
　Preschool

Hong Kong・RAINBOW CREATIVE ARTS

LIN�YUEHANFireworks Mountain

Hong Kong・Big House Art Workshop

WONG�HOI�TUNGKoi and Fuji

Hong Kong・Art Point Creative

LAI�YIK�SUNEat sushi and see 
Mount Fuji

InternationalInternational
AwardAward
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富 士 山 の 絵
Elementary school
lower grades   

Hong Kong・RAINBOW CREATIVE ARTS

WONG�ASHLEY海底富士山

Hong Kong・RAINBOW CREATIVE ARTS

TO�SHEUNG�WAN�SYRUSMt.Fuji Matsuri

Hong Kong・Big House Art Workshop

LEE�PUI�WING�SAVINAPurple Fuji

InternationalInternational
AwardAward
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富 士 山 の 絵
Elementary school
upper grades

Hong Kong・Art Point Creative

LAM�TSZ�CHINGPlaying at Mount Fuji

Hong Kong・Art Point Creative

LAW�HEI�TING�HEDY美しい富士山

Hong Kong・SCHOOL OF CREATIVITY

ANGELO�CHANBLOSSOM DAY FLYING 
WITH FUJI MOUNTAIN

InternationalInternational
AwardAward
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富 士 山 の 絵
Junior high
school grades

Hong Kong・Vkids Creative

LO�MAY�HAY�HAILEYNo Title

Hong Kong・Find Arts Studio

FAN�HAU�KIU�ANKE都会の喧騒から逃れる富士山

InternationalInternational
AwardAward
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富 士 山 の 絵
High school students
and adults

Hong Kong・SCHOOL OF CREATIVITY

LI�TIN�HOMY FOOTPRINTS TO FUJI

Hong Kong・SCHOOL OF CREATIVITY

SIU�KA�YITHE FUJI:WHERE THE EARTH
MEET THE WHITE WORLD

Hong Kong・SCHOOL OF CREATIVITY

CHAN�CHEUK�YIUVIEW OF FANTASTIC FUJI

InternationalInternational
AwardAward





「
手
紙
」
部
門
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富 士 山 へ の 手 紙

最優秀賞最優秀賞
小
学
生
低
学
年
の
部
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●

●

●

●

●

●
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富
士
宮
市
立
東
小
学
校

田
中
　
護

　
ふ
じ
さ
ん
、
や
ま
の
ぼ
り
さ
れ
て
い
る
と
き
、
ど
ん
な
き
も
ち
で
す
か
？
た
ぶ
ん
、
ひ
と
の
あ
し
が
か
る
く
あ
る
い
た
ぶ
ぶ

ん
が
、
く
す
ぐ
っ
た
い
ん
じ
ゃ
な
い
？
い
た
い
か
ん
じ
も
す
る
か
も
ね
。
そ
れ
と
も
へ
い
き
か
な
。
た
ん
じ
ょ
う
び
は
、
い
つ

で
す
か
？
ぼ
く
は
、
は
る
だ
と
お
も
う
。
さ
く
ら
が
き
れ
い
で
お
い
わ
い
し
て
い
る
み
た
い
だ
か
ら
。
う
え
か
ら
み
た
ら
、
さ

く
ら
の
き
が
「
お
め
で
と
う
」
に
み
え
た
り
し
て
。
ふ
じ
さ
ん
、
つ
ぎ
の
は
る
は
、
い
っ
し
ょ
に
お
い
わ
い
し
よ
う
ね
。
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富 士 山 へ の 手 紙

最優秀賞最優秀賞
小
学
生
高
学
年
の
部
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●

●
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鎌
ヶ
谷
市
立
中
部
小
学
校

瀧
田
　
理
一

　
富
士
山
へ

　
今
年
も
約
束
通
り
登
り
に
来
た
よ
。
今
年
は
つ
い
に
剣
ヶ
峰
ま
で
登
れ
た
。
や
り
き
っ
た
気
持
ち
で
、
す
ご
く
嬉
し
か
っ

た
。
で
も
登
山
道
で
は
風
が
強
く
て
、
体
が
吹
き
飛
ば
さ
れ
そ
う
で
怖
か
っ
た
よ
。
い
つ
も
穏
や
か
に
見
え
る
富
士
山
が
こ
ん

な
に
怖
く
思
え
た
こ
と
に
も
び
っ
く
り
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
神
社
で
押
し
て
も
ら
っ
た
「
富
士
頂
上
」
の
焼
き
印
は
、
ぼ
く

に
と
っ
て
特
別
な
思
い
出
に
な
っ
た
。

　
下
山
す
る
と
き
に
、
山
小
屋
で
飲
ん
だ
甘
酒
は
濃
く
て
温
か
く
て
、
飲
ん
だ
ら
体
も
気
持
ち
も
ほ
っ
と
し
た
。

　
怖
か
っ
た
け
ど
、
面
白
い
こ
と
も
あ
っ
た
よ
。
そ
れ
は
山
小
屋
に
泊
ま
っ
た
時
、
花
火
が
自
分
の
足
元
よ
り
も
下
に
、
そ
し

て
テ
ニ
ス
ボ
ー
ル
ぐ
ら
い
に
小
さ
く
見
え
た
こ
と
。
小
さ
い
花
火
も
き
れ
い
だ
っ
た
け
ど
富
士
山
に
大
き
な
花
火
を
見
せ
て
あ

げ
た
い
な
。
来
年
は
お
鉢
周
り
を
し
た
い
。
山
頂
の
郵
便
局
か
ら
み
ん
な
に
手
紙
を
出
し
た
い
。
だ
か
ら
ま
た
登
り
に
来
る

よ
。
富
士
山
ま
た
ね
。
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富 士 山 へ の 手 紙

最優秀賞最優秀賞
中
学
生
の
部
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●

●

●

●
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富
士
宮
市
立
富
士
宮
第
四
中
学
校

三
ツ
谷
　
悠
士

　
私
の
父
は
、
富
士
山
で
山
岳
遭
難
救
助
隊
の
仕
事
を
し
て
い
る
。
父
は
警
察
官
で
、
普
段
は
交
番
で
仕
事
を
し
て
い
る
が
、

富
士
山
や
周
辺
の
山
で
け
が
人
等
の
救
助
要
請
が
あ
る
と
、
警
察
官
の
制
服
か
ら
登
山
を
す
る
服
に
着
替
え
て
救
助
に
出
発
す

る
。
自
宅
か
ら
見
る
富
士
山
は
雄
大
で
全
く
想
像
で
き
な
い
が
、
富
士
山
に
登
り
、
疲
労
や
天
候
が
原
因
で
、
毎
年
多
く
の
救

助
要
請
が
あ
る
そ
う
だ
。
私
も
一
度
富
士
登
山
に
挑
戦
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
登
り
始
め
は
快
晴
だ
っ
た
の
に
、
途
中
で
い
き

な
り
大
雨
に
な
り
、
山
頂
を
あ
き
ら
め
下
山
し
た
。
山
の
天
気
が
と
て
も
不
安
定
だ
と
い
う
こ
と
を
、
身
を
も
っ
て
知
っ
た
の

だ
。
山
で
遭
難
が
あ
り
、
救
助
の
た
め
に
隊
員
が
足
り
な
い
と
、
父
は
休
日
を
返
上
し
て
、
家
族
に
申
し
訳
な
さ
そ
う
に
し
な

が
ら
、
救
助
に
向
か
う
こ
と
が
あ
る
。
悪
天
候
の
中
の
救
助
か
ら
帰
っ
て
来
た
父
は
、
す
ご
く
疲
れ
た
顔
を
し
て
い
る
が
、
無

事
に
帰
っ
て
き
て
く
れ
る
だ
け
で
、
毎
回
私
は
ホ
ッ
と
し
て
い
る
。
富
士
山
、
こ
れ
か
ら
も
救
助
に
出
動
す
る
父
の
安
全
を
、

私
と
一
緒
に
見
守
っ
て
い
て
。
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富 士 山 へ の 手 紙

高
校
生
・
成
人
の
部
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東
京
都
八
王
子
市

大
塚
　
遥
香

　
十
五
年
以
上
前
の
春
の
日
。
静
岡
へ
向
か
う
新
幹
線
の
中
で
、
私
は
富
士
山
を
泣
き
な
が
ら
睨
み
つ
け
て
い
ま
し
た
。
大
学

進
学
に
伴
い
親
元
を
離
れ
て
静
岡
で
一
人
暮
ら
し
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
当
時
は
楽
し
み
よ
り
も
寂
し
さ
の
方
が

勝
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
私
に
と
っ
て
富
士
山
は
い
わ
ば
寂
し
さ
の
象
徴
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
対
し
て
、
富
士
山
は
い
つ
も
泰
然
と
し
て
常
に
そ
こ
に
あ
り
ま
し
た
。
朝
、
玄
関
の
ド
ア
を
開
け
る
と
遠
く
に
見
え
る
頂
。

最
初
は
憎
ら
し
い
と
さ
え
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
い
つ
の
間
に
や
ら
、
当
た
り
前
の
風
景
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
十
五
年
後
の
春
の
日
。
静
岡
を
離
れ
る
日
。
ド
ア
を
開
け
る
と
目
に
飛
び
込
ん
で
き
た
の
は
い
つ
も
と
変
わ
ら
ぬ
富

士
山
の
姿
。
新
幹
線
の
中
で
小
さ
く
な
っ
て
ゆ
く
富
士
山
を
見
て
、
や
っ
と
気
づ
い
た
の
で
し
た
。

　
十
五
年
の
間
で
、
い
つ
し
か
寂
し
さ
の
象
徴
か
ら
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
に
な
っ
て
い
た
の
だ
と
。

最優秀賞最優秀賞



42

富 士 山 へ の 手 紙

優秀賞優秀賞
小
学
生
低
学
年
の
部
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学
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三
上
　
琴
羽

芦
澤
　
諒
俄

　
ば
あ
ば
の
畑
で
、
今
年
も
大
き
く
て
あ
ま
い
ス
イ
カ
が
で

き
た
よ
。
わ
た
し
は
毎
年
、
こ
の
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
る

ん
だ
。
ば
あ
ば
の
畑
の
野
さ
い
は
、
ま
ほ
う
の
水
で
育
て

て
る
ん
だ
っ
て
。
そ
れ
は
、
富
士
山
か
ら
来
る
お
い
し
い
水

で
、
野
さ
い
に
え
い
よ
う
を
あ
た
え
て
く
れ
る
っ
て
教
え
て

く
れ
た
よ
。

　
わ
た
し
は
今
、
学
校
で
さ
つ
ま
い
も
を
育
て
て
い
る
よ
。

毎
日
富
士
山
の
水
を
あ
げ
て
お
世
話
を
し
て
い
る
か
ら
、

き
っ
と
あ
ま
く
て
ほ
く
ほ
く
の
お
い
も
に
な
る
ね
。
ワ
ク
ワ

ク
し
ち
ゃ
う
よ
。
よ
ろ
し
く
ね
。

　
こ
の
ま
え
、
あ
め
が
や
ん
だ
あ
と
に
ふ
じ
さ
ん
を
み
た

ら
、
お
お
き
な
に
じ
が
二
こ
も
か
か
っ
て
い
て
、
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。
ふ
じ
さ
ん
が
、
い
ろ
い
ろ
な
い
ろ
に
そ
ま
っ
て

い
て
、
と
て
も
き
れ
い
で
し
た
。
だ
ぶ
る
れ
い
ん
ぼ
う
が
か

か
っ
た
ふ
じ
さ
ん
は
め
ず
ら
し
い
か
ら
、
な
に
か
い
い
こ
と

が
あ
る
か
も
ね
と
お
か
あ
さ
ん
が
い
い
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、

や
っ
た
ー
と
お
お
き
な
こ
え
で
い
い
ま
し
た
。
ふ
じ
さ
ん
に

も
ぼ
く
の
こ
え
が
き
こ
え
た
か
な
。
ま
た
に
じ
い
ろ
の
ふ
じ

さ
ん
に
あ
え
る
と
い
い
な
。
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富
士
宮
市
立
上
井
出
小
学
校

富
士
宮
市
立
山
宮
小
学
校

佐
野
　
心
咲

赤
池
　
蒼
一
郎

　
ふ
じ
山
、
わ
た
し
の
通
っ
て
い
る
小
学
校
は
、
今
年

百
五
十
回
目
の
た
ん
生
日
を
む
か
え
ま
し
た
。
記
ね
ん
の
こ

う
空
し
ゃ
し
ん
は
、
上
井
出
小
の
み
ん
な
で
ふ
じ
山
の
形

を
作
っ
て
と
り
ま
し
た
。
み
ん
な
で
作
っ
た
記
ね
ん
の
う
た

に
は
、
「
ふ
じ
の
山
が
見
ま
も
っ
て
い
る
」
と
い
う
か
し
が

入
っ
て
い
ま
す
。
上
井
出
小
と
ふ
じ
山
は
、
な
か
よ
し
な
ん

だ
と
思
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
わ
た
し
も
ふ
じ
山
と
な
か
よ

し
に
な
っ
た
気
が
し
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
ふ
じ
山
と
な
か

よ
し
の
上
井
出
小
に
通
え
て
う
れ
し
い
で
す
。

　
富
士
山
、
ぼ
く
は
す
も
う
を
見
る
の
が
好
き
で
す
。
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
見
て
い
ま
す
。
力
士
の
中
に
は
、
富
士

山
と
同
じ
よ
う
に
「
富
士
」
と
つ
く
力
士
が
い
ま
す
。
ぼ
く

の
好
き
な
力
士
の
中
に
も
富
士
が
つ
く
力
士
が
い
ま
す
。
照

ノ
富
士
、
翠
富
士
、
た
け
る
富
士
で
す
。
こ
の
三
人
は
富

士
山
に
似
て
い
る
気
が
し
ま
す
。
富
士
山
み
た
い
に
大
き
く

て
力
強
い
照
ノ
富
士
。
富
士
山
み
た
い
に
た
く
さ
ん
の
み

力
（
技
）
を
も
っ
て
い
る
翠
富
士
。
け
が
を
お
っ
て
も
力
を

発
揮
す
る
た
け
る
富
士
。
富
士
山
の
よ
う
な
三
人
が
出
て
く

る
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
ぼ
く
も
応
援
に
力
が
入
り
ま
す
。
富

士
山
も
こ
ん
ど
ぜ
ひ
見
て
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
応
援
し
た
く

な
り
ま
す
よ
。
ぼ
く
は
柔
道
を
や
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
三
人

や
富
士
山
の
よ
う
に
大
き
く
強
く
み
力
の
あ
る
柔
道
が
で
き

る
よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
柔

道
の
練
習
だ
け
で
な
く
、
勉
強
や
運
動
も
が
ん
ば
り
た
い
で

す
。

　
富
士
山
、
こ
れ
か
ら
も
み
ん
な
の
目
標
に
な
る
よ
う
な
み

力
的
な
山
で
い
て
く
だ
さ
い
。
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富
士
宮
市
立
大
富
士
学
校

富
士
宮
市
立
大
宮
小
学
校

井
出
　
陽
南
乃

藤
田
　
司

　
最
近
、
友
達
と
の
会
話
が
難
し
い
と
感
じ
る
こ
と
が
多
く

な
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
私
は
生
ま
れ
つ
き
の
難
聴
で
、
聞
こ

え
づ
ら
い
か
ら
で
あ
る
。
学
校
で
、
聞
こ
え
な
い
時
は
「
も

う
一
度
教
え
て
。
今
な
ん
て
言
っ
た
の
？
」
と
聞
き
返
し
て

教
え
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
る
。
み
ん
な
優
し
く
教
え
て
く

れ
る
し
、
困
る
こ
と
は
な
い
。
で
も
何
で
こ
ん
な
に
悲
し
い

の
だ
ろ
う
。
医
学
が
ど
ん
な
に
進
ん
で
も
私
の
耳
は
治
ら
な

い
こ
と
、
そ
し
て
、
耳
の
聞
こ
え
づ
ら
さ
が
進
行
し
て
い
く

こ
と
を
最
近
知
っ
た
。
今
ま
で
耳
の
こ
と
で
泣
い
た
こ
と
は

一
度
も
な
い
。
で
も
、
な
ぜ
だ
か
涙
が
出
る
。
い
つ
か
必
ず

良
く
な
る
と
思
っ
て
い
た
だ
け
に
悲
し
か
っ
た
。
姉
が
「
私

は
、
富
士
山
を
見
る
と
元
気
に
な
る
し
、
頑
張
ろ
う
と
思
え

る
。
」
と
言
っ
て
い
た
。
今
ま
で
だ
っ
て
当
た
り
前
の
よ
う

に
見
て
い
た
け
れ
ど
、
改
め
て
富
士
山
を
見
つ
め
た
。
高
く

そ
び
え
立
ち
、
堂
々
と
し
て
自
信
に
満
ち
て
い
る
姿
、
大
丈

夫
だ
よ
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
た
。
少
し
だ
け
前

向
き
な
自
分
に
な
れ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
富
士
山
あ
り
が

と
う
。
私
頑
張
る
か
ら
ね
。

　
夏
休
み
に
、
初
め
て
富
士
登
山
を
し
た
。
お
⺟
さ
ん
と
二

人
で
山
小
屋
に
泊
ま
っ
て
頂
上
ま
で
行
っ
た
。
ぼ
く
が
ど
う

し
て
も
登
り
た
か
っ
た
か
ら
だ
。
小
学
一
年
生
の
時
に
み
た

テ
レ
ビ
で
、
富
士
山
の
頂
上
に
は
、
せ
ん
間
大
社
が
あ
る
事

を
知
っ
た
。
そ
こ
で
、
自
分
の
手
で
お
守
り
を
買
い
た
か
っ

た
。
お
守
り
を
買
う
の
が
楽
し
み
だ
っ
た
。
登
る
前
に
、
毛

無
山
で
三
回
練
習
を
し
た
。
富
士
登
山
も
よ
ゆ
う
だ
と
思
っ

て
い
た
。

　
五
合
目
か
ら
登
り
始
め
、
最
初
は
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
。

雲
が
ぼ
く
の
足
よ
り
ず
っ
と
下
に
あ
っ
て
気
持
ち
い
い
な
ぁ
と

思
っ
た
。
七
合
目
か
ら
、
足
が
重
く
て
歩
き
た
く
な
く
な
っ
て

き
た
。
息
も
ぜ
ー
は
ー
し
て
、
歩
き
た
く
な
い
と
思
っ
た
。
九

合
目
の
山
小
屋
に
泊
ま
っ
た
。
山
小
屋
の
人
た
ち
が
や
さ
し
く

し
て
、
は
た
ら
く
す
が
た
が
か
っ
こ
よ
か
っ
た
。

　
次
の
日
、
つ
い
に
頂
上
で
お
守
り
を
買
え
た
。
今
ぼ
く
の

ラ
ン
ド
セ
ル
に
つ
い
て
い
る
宝
物
だ
。
来
年
は
、
一
番
高
い

け
ん
が
み
ね
に
行
き
た
い
。
新
し
い
目
ひ
ょ
う
が
で
き
て
、

わ
く
わ
く
し
て
い
る
。

優秀賞優秀賞
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富
士
宮
市
立
西
富
士
中
学
校

静
岡
県
富
士
見
中
学
校

遠
藤
　
陸

加
藤
　
清
和

　
僕
は
最
近
、
思
い
悩
ん
で
い
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
家
族
の
事
で
あ
っ
た
り
、
部
活
や
将
来
の
事
で
あ
っ

た
り
、
様
々
で
す
。
そ
の
中
で
も
一
番
悩
ん
で
い
る
こ
と

が
勉
強
で
す
。
一
年
生
、
二
年
生
の
時
は
、
面
倒
な
こ
と

は
あ
っ
て
も
、
理
解
で
き
な
か
っ
た
り
、
手
詰
ま
り
に
な
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
数
ヵ
月
後
に
は
入
試
や
受
験

が
控
え
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
焦
燥
感
に
駆
ら
れ
、
い
ら
だ

ち
を
覚
え
て
い
ま
し
た
。
で
す
が
そ
の
時
に
富
士
山
の
こ
と

に
つ
い
て
思
い
出
し
ま
し
た
。
富
士
山
は
数
々
の
噴
火
を
通

し
た
こ
と
で
裾
野
を
広
げ
、
日
本
の
象
徴
と
も
い
え
る
山
に

な
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
噴
火
を
繰
り
返
し
て
大
き
く

な
る
、
そ
の
噴
火
が
自
分
に
と
っ
て
何
な
の
か
、
僕
は
ず
っ

と
考
え
て
い
ま
す
。
ひ
た
す
ら
努
力
を
す
る
こ
と
な
の
か
、

そ
れ
と
も
何
か
新
し
い
道
を
開
拓
す
る
こ
と
な
の
か
、
僕
は

ま
だ
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
を
見
つ
け
る
こ
と
で
富

士
山
の
よ
う
に
大
き
く
高
く
成
長
す
る
と
思
い
ま
す
。

　
僕
は
剣
道
が
好
き
だ
。
剣
道
に
は
集
中
力
や
冷
静
さ
が
必

要
と
さ
れ
る
。
し
か
し
僕
は
い
つ
も
大
事
な
場
面
で
焦
り
隙

を
突
か
れ
る
。
あ
の
瞬
間
が
、
と
後
悔
す
る
こ
と
が
多
い
。

僕
に
は
ラ
イ
バ
ル
が
い
る
。
な
か
な
か
勝
て
な
い
。
コ
ー
チ

に
い
つ
も
言
わ
れ
る
言
葉
を
心
に
刻
む
。
「
ど
っ
し
り
構
え

ろ
。
相
手
を
よ
く
見
て
動
け
。
チ
ャ
ン
ス
を
逃
す
な
。
」
何

度
も
言
い
き
か
せ
る
が
な
か
な
か
で
き
な
い
。

　
夏
の
練
習
の
休
憩
時
間
。
風
に
吹
か
れ
て
眺
め
た
富
士

山
。
堂
々
と
立
つ
富
士
山
を
目
指
し
た
い
。

　
富
士
山
に
打
ち
込
む
気
持
ち
で
、
一
本
一
本
に
思
い
を
込

め
日
々
鍛
錬
あ
る
の
み
！
焦
っ
て
じ
た
ば
た
し
て
し
ま
う
自

分
の
心
の
焦
り
に
負
け
る
な
。
富
士
山
の
よ
う
に
冷
静
で

堂
々
と
し
た
立
ち
振
る
舞
い
に
変
え
る
ぞ
！
富
士
山
は
登
っ

て
く
る
者
に
対
し
て
甘
い
顔
は
し
な
い
と
聞
く
。
僕
の
好
き

な
剣
道
と
一
緒
だ
。
ど
こ
ま
で
行
っ
て
も
果
て
し
な
い
道
が

続
い
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、
ラ
イ
バ
ル
か
ら
一
勝
を
つ
か
む

た
め
に
、
練
習
を
続
け
る
。
き
っ
と
、
少
し
ず
つ
見
え
る
景

色
が
変
わ
っ
て
く
る
と
信
じ
た
い
。

優秀賞優秀賞
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静
岡
富
士
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中
学
校

仲
澤
　
瑚
都
那

　
「
カ
シ
ャ
」
今
日
も
シ
ャ
ッ
タ
ー
音
が
車
内
に
響
く
。
毎

朝
、
私
は
⺟
の
車
で
送
迎
し
て
も
ら
い
通
学
し
て
い
る
。

車
を
止
め
て
、
同
じ
場
所
、
同
じ
時
間
に
富
士
山
を
撮
る

⺟
。
ど
う
し
て
毎
日
撮
る
の
か
不
思
議
で
⺟
に
聞
い
て
み

た
。
す
る
と
⺟
は
、
「
風
景
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
富
士
の

機
嫌
を
撮
っ
て
い
る
ん
だ
よ
。
」
と
答
え
た
。
「
笠
雲
を
乗

せ
て
雨
の
心
配
。
夕
焼
け
を
反
射
さ
せ
赤
い
顔
で
と
び
き
り

の
笑
顔
。
富
士
山
は
毎
日
違
う
感
情
を
見
せ
て
く
れ
る
か
ら

ね
。
」

　
そ
れ
か
ら
私
は
⺟
の
撮
る
富
士
を
一
緒
に
見
る
よ
う
に

な
っ
た
。
い
つ
も
同
じ
よ
う
に
見
え
て
も
山
肌
の
色
、
空
や

雲
の
色
や
形
、
雪
の
積
も
り
方
で
見
え
方
が
違
う
こ
と
に
気

づ
い
た
。
⺟
は
そ
ん
な
小
さ
な
変
化
を
楽
し
み
、
富
士
と
会

話
し
て
い
る
の
だ
と
分
か
っ
た
。
「
今
日
の
富
士
山
の
ご
機

嫌
は
？
」
二
人
で
話
す
こ
と
が
増
え
て
き
た
。
自
分
の
気
持

ち
に
よ
っ
て
も
見
え
方
が
違
う
こ
と
に
も
気
づ
い
た
。

　
私
と
⺟
と
富
士
山
と
の
会
話
。
き
っ
と
こ
の
先
も
続
く
だ

ろ
う
。
今
日
の
富
士
山
は
何
て
言
う
か
な
。

優秀賞優秀賞
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●

●

●
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●

富
士
市
立
大
淵
第
一
小
学
校

富
士
宮
市
立
富
士
見
小
学
校

富
士
宮
市
立
富
士
見
小
学
校

秋
山
　
葉
奈

大
村
　
絢
都

望
月
　
純

　
こ
ん
に
ち
は
。
ふ
じ
さ
ん
は
、
お
お
き

く
て
め
じ
る
し
に
な
り
ま
す
。
ま
ま
が
、

ま
い
ご
に
な
る
か
ら
ふ
じ
さ
ん
を
め
ざ
せ

ば
、
い
え
へ
か
え
れ
て
あ
ん
し
ん
で
す
。

ぼ
く
は
、
ま
い
ご
に
な
ら
な
い
け
ど
、

り
ょ
こ
う
か
ら
か
え
る
と
き
、
ふ
じ
さ
ん

の
お
お
き
さ
で
、
い
え
が
ち
か
く
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
か
ら
、
あ
ん
し
ん

で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
ま
ま
が
ま
い
ご
に
な
ら

な
い
よ
う
に
お
お
き
く
て
り
っ
ぱ
な
ふ
じ

さ
ん
で
い
て
く
だ
さ
い
。
お
お
む
ら
あ
や

と
よ
り

　
日
本
一
の
ふ
じ
山
、
今
日
も
見
ま
も
っ

て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
ふ
じ
山
は
ど
こ

か
ら
見
て
も
す
て
き
だ
よ
。
ぼ
く
は
ふ
じ

の
み
や
に
生
ま
れ
て
よ
か
っ
た
よ
。
だ
っ

て
か
っ
こ
い
い
ふ
じ
山
が
い
つ
も
近
く
に

い
て
見
ま
も
っ
て
く
れ
て
る
み
た
い
で
あ

ん
し
ん
す
る
ん
だ
。
ふ
じ
山
は
大
き
く
て

み
ん
な
の
き
も
ち
を
し
あ
わ
せ
に
し
て
く

れ
る
パ
ワ
ー
が
あ
る
し
み
ん
な
に
や
さ
し

い
ね
。
ふ
じ
山
は
、
い
ろ
ん
な
ひ
ょ
う

じ
ょ
う
が
あ
る
ん
だ
ね
。
ぼ
く
は
、
ゆ
き

に
お
お
わ
れ
て
い
る
ふ
じ
山
が
き
れ
い
で

だ
い
す
き
だ
よ
。

　
ふ
じ
山
の
わ
き
水
は
と
て
も
つ
め
た
く

て
の
ん
だ
ら
さ
っ
ぱ
り
す
る
よ
。

　
せ
ん
げ
ん
た
い
し
ゃ
の
わ
く
玉
い
け

や
、
か
ん
田
川
も
ふ
じ
山
か
ら
な
が
れ
て

く
る
水
な
ん
だ
と
し
っ
た
よ
。
ふ
じ
山
の

お
か
げ
で
人
も
生
き
も
の
も
元
気
に
生
き

て
い
け
る
ん
だ
ね
。

　
ぼ
く
も
ふ
じ
山
み
た
い
に
み
ん
な
に
あ

た
た
か
い
気
も
ち
を
と
ど
け
ら
れ
る
よ
う

な
人
に
な
り
た
い
な
。
ふ
じ
山
い
つ
も
あ

り
が
と
う
。

　
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
ね
。

　
今
日
、
お
う
ち
に
か
え
っ
て
く
る
と

き
、
お
う
ち
か
ら
ふ
じ
山
が
生
え
て
い

る
よ
う
に
見
え
て
お
も
し
ろ
か
っ
た

よ
。
ふ
じ
山
は
と
て
も
大
き
い
よ
ね
。

わ
た
し
の
何
人
ぶ
ん
か
な
と
思
っ
て
マ

マ
と
い
っ
し
ょ
に
考
え
て
み
た
ら
、
わ

た
し
が
三
千
人
い
て
も
ふ
じ
山
の
方
が

大
き
か
っ
た
よ
。
と
て
も
か
っ
こ
い
い

よ
ね
。
大
き
く
て
か
っ
こ
い
い
ふ
じ
山

を
ず
っ
と
見
ま
も
っ
て
い
る
か
ら
、
ふ

じ
さ
ん
も
ず
っ
と
わ
た
し
の
こ
と
を
見

ま
も
っ
て
い
て
ね
。
大
す
き
だ
よ
。
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●

●

●
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富
士
宮
市
立
富
士
見
小
学
校

富
士
宮
市
立
富
丘
小
学
校

富
士
宮
市
立
富
丘
小
学
校

松
本
　
涼
之
介

稲
葉
　
健
太

田
中
　
菜
羽

　
ぼ
く
は
、
ふ
じ
山
を
見
る
と
い
つ
も

お
も
い
だ
す
お
話
が
あ
る
ん
だ
。
ぼ
く

が
う
ま
れ
る
前
は
、
ふ
じ
山
に
大
き
な

く
も
が
か
か
っ
て
い
て
ふ
じ
山
が
か
く

れ
て
い
て
見
え
な
か
っ
た
ん
だ
っ
て
。

で
も
、
ぼ
く
が
う
ま
れ
た
ら
す
ぐ
に
く

も
が
ぱ
ー
っ
と
な
く
な
っ
て
、
ふ
じ
山

が
き
れ
い
に
見
え
た
ん
だ
よ
っ
て
い
つ

も
お
父
さ
ん
と
お
⺟
さ
ん
が
う
れ
し
そ

う
に
お
し
え
て
く
れ
る
よ
。
だ
か
ら
、

ふ
じ
山
を
見
る
と
ぼ
く
も
う
れ
し
く
な

る
ん
だ
よ
。
ぼ
く
も
ふ
じ
山
み
た
い
に

大
き
く
な
り
た
い
な
。

　
ふ
じ
山
、
ぼ
く
は
四
が
つ
に
一
ね
ん
せ

い
に
な
っ
た
よ
。
と
う
こ
う
ま
え
に
ま
い

あ
さ
ふ
じ
山
に
て
ん
き
よ
ほ
う
を
き
く

と
、
く
も
の
ぼ
う
し
を
か
ぶ
っ
て
い
る
と

き
は
「
お
ー
い
、
あ
め
が
ふ
る
ぞ
ー
。
」

く
っ
き
り
き
れ
い
に
み
え
る
と
き
は

「
き
ょ
う
は
い
い
て
ん
き
だ
ぞ
ー
。
」
っ

て
お
し
え
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
ふ
じ

山
は
め
い
て
ん
き
よ
ほ
う
し
さ
ん
だ
ね
。

が
っ
こ
う
ま
で
あ
る
い
て
い
く
の
は
た
い

へ
ん
だ
け
ど
、
一
ね
ん
せ
い
の
ぼ
く
は
が

ん
ば
っ
て
あ
る
く
よ
。
そ
の
と
き
は
ま

た
、
て
ん
き
よ
ほ
う
よ
ろ
し
く
ね
。

　
休
み
の
日
、
お
昼
ね
し
ち
ゃ
っ
た
よ
。

な
ぜ
か
、
ふ
じ
さ
ん
と
、
に
ら
め
っ
こ
を

し
て
遊
ん
だ
ゆ
め
を
み
た
よ
。
ふ
じ
さ
ん

は
、
わ
た
し
よ
り
顔
も
体
も
大
き
い
か
ら

は
く
力
が
あ
っ
て
面
白
か
っ
た
よ
。
お

な
か
い
た
い
ぐ
ら
い
た
く
さ
ん
わ
ら
っ

ち
ゃ
っ
た
よ
。
次
の
日
、
お
さ
ん
歩
し

て
い
た
ら
、
ふ
じ
さ
ん
を
見
て
思
い
出
し

ち
ゃ
っ
て
ま
た
わ
ら
っ
ち
ゃ
っ
た
よ
。
ま

た
わ
た
し
の
ま
け
だ
。
今
度
は
、
わ
た
し

が
わ
ら
わ
せ
る
か
ら
ね
。
ま
た
、
遊
ぼ
う

ね
。
な
の
は
よ
り
。
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●

●

●

●
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富
士
宮
市
立
富
丘
小
学
校

富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

塩
沢
　
紬
貴

福
島
　
鈴
梛

矢
部
　
紗
雪

　
ふ
じ
山
を
見
て
、
お
⺟
さ
ん
が
言
っ

た
。
「
か
さ
か
ぶ
っ
て
る
ね
、
雨
ふ
る

か
な
？
」
ふ
じ
山
が
か
さ
を
か
ぶ
る
と

雨
が
ふ
る
ら
し
い
。
ほ
ん
と
う
に
雨
が

ふ
っ
た
。
ぬ
れ
た
く
な
い
か
ら
先
に
か

さ
を
よ
う
い
す
る
ん
だ
ね
。
べ
つ
の
日

に
、
ふ
じ
山
が
ま
た
か
さ
を
か
ぶ
っ
て

い
た
。
前
と
ち
が
う
形
の
か
さ
だ
。
ふ

じ
山
は
い
ろ
い
ろ
な
形
の
か
さ
を
も
っ

て
い
る
ん
だ
ね
。
お
し
ゃ
れ
だ
な
。
ぼ

く
は
一
つ
し
か
も
っ
て
い
な
い
よ
。

ふ
じ
さ
ん
へ

　
わ
た
し
は
、
あ
な
た
が
と
っ
て
も
だ
い

す
き
で
す
。
い
つ
も
よ
る
に
、
べ
ら
ん
だ

か
ら
み
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
ふ
じ
さ
ん

を
の
ぼ
っ
て
い
る
ひ
と
た
ち
の
、
ひ
か
り

が
み
え
て
、
ほ
し
が
ふ
じ
さ
ん
を
の
ぼ
っ

て
い
る
み
た
い
で
す
。
そ
れ
が
と
っ
て
も

き
れ
い
で
す
。

　
わ
た
し
は
、
ふ
じ
さ
ん
が
わ
た
し
た
ち

を
、
ま
も
っ
て
く
れ
て
い
る
か
ん
じ
が
し

ま
す
。
お
お
き
く
な
っ
た
ら
、
の
ぼ
っ
て

み
た
い
で
す
。

　
わ
た
し
に
は
お
ね
え
ち
ゃ
ん
が
い
ま

す
。
な
つ
や
す
み
は
お
う
ち
で
お
ね
え

ち
ゃ
ん
と
す
ご
す
の
で
、
い
ち
に
ち

じ
ゅ
っ
か
い
は
け
ん
か
を
し
ま
す
。
け
ん

か
を
す
る
と
い
や
な
お
も
い
に
な
り
、
な

い
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
い
う
と
き
は
、

い
つ
も
ね
て
い
る
へ
や
へ
に
げ
ま
す
。
そ

こ
か
ら
は
ふ
じ
さ
ん
が
み
え
ま
す
。
そ
ん

な
と
き
ふ
じ
さ
ん
を
み
る
と
、
き
も
ち
が

は
れ
ま
す
。
ふ
じ
さ
ん
、
い
つ
も
き
れ

い
な
け
し
き
を
み
せ
て
く
れ
て
あ
り
が
と

う
。
い
つ
も
わ
た
し
の
き
も
ち
を
す
っ
き

り
さ
せ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
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●

●

●

●
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富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

中
野
　
蒼
大

大
槻
　
花
華

小
林
　
結
優

　
ふ
じ
さ
ん
よ
、
な
つ
じ
ゅ
う
は
ふ
ん

か
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ぼ
く
の
な
か

よ
し
の
と
も
だ
ち
が
、
ふ
じ
さ
ん
に
の

ぼ
っ
て
い
る
の
で
す
。
か
え
っ
て
こ
ら

れ
な
い
の
で
は
、
と
と
て
も
し
ん
ぱ
い

で
す
。
ぼ
く
は
い
つ
か
お
か
あ
さ
ん

と
、
ふ
じ
さ
ん
に
の
ぼ
っ
て
じ
ぶ
ん
の

す
む
ま
ち
を
み
て
み
た
い
で
す
。
よ
る

は
、
や
ま
ご
や
で
は
た
ら
く
と
も
だ
ち

に
あ
っ
て
、
み
ん
な
で
や
け
い
を
み
た

い
で
す
。
だ
か
ら
ふ
ん
か
は
が
ま
ん
し

て
く
だ
さ
い
ね
。
が
ま
ん
し
て
く
れ
た

ら
ぼ
く
は
ふ
じ
さ
ん
に
、
あ
り
が
と
う

と
さ
け
び
ま
す
。

　
富
士
山
は
今
日
も
と
て
も
大
き
く
て
雲

の
ぼ
う
し
が
オ
シ
ャ
レ
で
す
ね
。
今
年
の

夏
は
毎
日
あ
つ
く
て
、
雪
の
マ
ン
ト
を
ぬ

ぐ
の
が
早
か
っ
た
で
す
ね
。
白
い
服
も
に

あ
っ
て
い
る
け
ど
。
青
い
す
が
た
も
と
て

も
良
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
前
テ
レ
ビ
で
富
士
山
は
や
ま
な
し

け
ん
の
物
か
静
岡
け
ん
の
物
か
と
あ
ら

そ
っ
て
い
る
の
を
見
ま
し
た
。
私
は
富
士

山
は
日
本
人
み
ん
な
の
心
の
ふ
る
里
だ
よ

と
家
で
聞
い
て
い
た
の
で
だ
れ
の
物
か
ケ

ン
カ
す
る
の
は
へ
ん
だ
な
と
思
い
ま
し

た
。
み
ん
な
の
富
士
山
、
元
気
で
い
て

ね
。

　
ふ
じ
山
、
い
つ
も
学
校
に
行
こ
う
と

げ
ん
か
ん
を
開
け
る
と
、
一
番
に
目
に

と
び
こ
ん
で
く
る
の
が
ふ
じ
山
で
す
。

ふ
じ
山
を
見
る
と
、
今
日
も
学
校
を

が
ん
ば
る
ぞ
‼
と
い
う
気
持
ち
に
な
る

よ
。
雲
が
多
く
て
見
え
な
い
と
き
に
は
、

な
ん
だ
か
わ
た
し
の
気
持
ち
も
、
少
し
モ

ヤ
モ
ヤ
し
て
し
ま
い
ま
す
。
毎
日
晴
れ
て

い
て
く
れ
た
ら
う
れ
し
い
け
ど
、
ふ
じ
山

も
、
水
が
な
い
と
、
の
ど
が
か
わ
い
て
し

ま
う
の
で
雨
が
ふ
る
の
も
大
切
だ
と
思
う

の
で
、
ふ
じ
山
が
見
え
な
く
て
も
、
元
気

に
学
校
へ
行
く
よ
。
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●

●

●

●
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富
士
市
立
富
士
川
第
二
小
学
校

富
士
宮
市
立
芝
富
小
学
校

富
士
宮
市
立
北
山
小
学
校

小
林
　
涼
春

渡
邊
　
翔
斗

大
塩
　
怜
央

　
せ
ん
げ
ん
た
い
し
ゃ
へ
い
っ
た
よ
。

か
わ
あ
そ
び
を
し
た
よ
。
か
わ
に
ち
い

さ
い
ボ
ー
ル
を
な
が
し
て
お
い
か
け
た

よ
。
み
ず
が
す
ご
く
つ
め
た
く
て
、
あ

し
が
し
わ
し
わ
に
な
っ
た
。
そ
れ
か
ら

ふ
じ
さ
ん
せ
か
い
い
さ
ん
せ
ん
た
ー

へ
い
っ
た
よ
。
ふ
じ
さ
ん
の
え
を
み
た

よ
。
ふ
じ
さ
ん
の
て
っ
ぺ
ん
に
わ
き
み

ず
が
あ
る
ん
だ
ね
。
わ
き
み
ず
は
、
せ

ん
げ
ん
た
い
し
ゃ
に
つ
な
が
っ
て
る
の

か
な
。
た
の
し
か
っ
た
よ
。

　
こ
れ
か
ら
ま
た
い
く
よ
。

　
ぼ
く
の
し
ょ
う
来
の
ゆ
め
を
ふ
じ
山
に

教
え
る
ね
。
ぼ
く
の
ゆ
め
は
プ
ロ
野
き
ゅ

う
せ
ん
手
に
な
る
こ
と
。
そ
の
た
め
に
今

は
、
少
年
野
き
ゅ
う
の
チ
ー
ム
で
が
ん

ば
っ
て
い
る
よ
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
行
く
車

の
中
か
ら
見
え
る
ふ
じ
山
に
は
「
行
っ
て

ら
っ
し
ゃ
い
」
と
、
練
し
ゅ
う
中
に
見
え

る
ふ
じ
山
に
は
「
が
ん
ば
れ
」
と
、
帰
る

車
か
ら
見
え
る
ふ
じ
山
に
は
、
「
お
つ
か

れ
さ
ま
」
と
、
言
っ
て
も
ら
っ
て
る
気
が

す
る
よ
。
い
つ
も
あ
り
が
と
う
！
ぼ
く
も

い
つ
か
ふ
じ
山
と
同
じ
日
本
一
の
せ
ん
手

に
な
れ
る
よ
う
に
が
ん
ば
る
ね
。

　
富
士
山
へ

　
ぼ
く
が
す
き
な
ミ
ヤ
マ
ク
ワ
ガ
タ
が
生

き
て
い
け
る
か
ん
き
ょ
う
で
い
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
。

　
ぼ
く
は
、
ク
ワ
ガ
タ
が
す
き
で
、
よ
く

お
父
さ
ん
と
弟
と
ぼ
く
で
と
り
に
い
き
ま

す
。
ミ
ヤ
マ
ク
ワ
ガ
タ
い
外
の
ク
ワ
ガ
タ

と
カ
ブ
ト
ム
シ
が
近
く
の
山
に
も
い
る
け

ど
、
ミ
ヤ
マ
ク
ワ
ガ
タ
は
気
お
ん
が
ひ
く

く
て
富
士
山
み
た
い
な
高
い
山
で
し
か
生

き
て
い
け
ま
せ
ん
。

　
富
士
山
が
近
く
に
あ
る
こ
と
が
う
れ
し

い
で
す
。
富
士
山
、
あ
り
が
と
う
。
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●

●

●
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富
士
宮
市
立
大
富
士
小
学
校

富
士
宮
市
立
大
富
士
小
学
校

富
士
宮
市
立
富
士
根
北
小
学
校

小
岩
　
蒼
大

望
月
　
凛

佐
野
日
葵
梨

　
夏
休
み
に
な
っ
て
、
ふ
じ
の
み
や
え

き
で
た
く
さ
ん
外
国
の
人
を
み
た
よ
。

と
お
く
か
ら
、
ふ
じ
山
に
の
ぼ
る
た
め

に
き
て
る
っ
て
お
し
え
て
も
ら
っ
て

び
っ
く
り
し
た
。
ふ
じ
山
は
人
気
も
の

な
ん
だ
ね
！

　
そ
う
い
え
ば
、
ふ
く
お
か
へ
あ
そ
び

に
行
っ
て
か
え
っ
て
き
た
時
、
ふ
じ
山

が
見
え
た
ら
ほ
っ
と
し
た
よ
。
だ
か
ら

み
ん
な
の
ぼ
り
た
く
な
る
の
か
な
。

　
で
も
、
ふ
じ
山
は
た
く
さ
ん
の
人
に

ふ
ま
れ
て
い
た
く
な
い
？
ふ
ゆ
に
な
っ

た
ら
、
ゆ
き
を
か
ぶ
っ
て
ゆ
っ
く
り
休

ん
で
ね
。

　
大
き
な
た
い
ふ
う
が
く
る
み
た
い
で

す
。

　
マ
マ
に
「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
か
な
」
と
き

く
と
ふ
じ
さ
ん
が
ま
も
っ
て
く
れ
る
か
ら

だ
い
じ
ょ
う
ぶ
だ
よ
と
い
っ
て
い
た
。

　
ふ
じ
さ
ん
が
ふ
じ
の
み
や
し
を
ま
も
っ

て
く
れ
て
る
か
ら
あ
ん
し
ん
な
ん
だ
ね
。

　
い
つ
も
わ
た
し
た
ち
を
ま
も
っ
て
く
れ

て
あ
り
が
と
う
。

　
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
ま
も
っ
て
ね
。

　
ふ
じ
山
、
わ
た
し
は
今
日
、
じ
ん
馬
の

た
き
に
行
っ
て
き
た
よ
。
水
が
き
れ
い
な

と
う
め
い
で
、
つ
め
た
く
て
と
て
も
き
も

ち
よ
か
っ
た
よ
。
あ
の
た
き
の
水
は
、
ふ

じ
山
の
わ
き
水
で
作
ら
れ
て
い
る
と
し
っ

て
び
っ
く
り
し
た
よ
。
ふ
じ
山
か
ら
の
お

く
り
も
の
だ
っ
た
ん
だ
ね
。
み
ん
な
楽
し

そ
う
に
水
あ
そ
び
し
て
い
た
よ
。
み
ん
な

を
え
が
お
に
さ
せ
ち
ゃ
う
ふ
じ
山
、
さ
す

が
だ
ね
。
わ
た
し
た
ち
も
ご
み
は
き
ち
ん

と
も
ち
か
え
っ
て
、
こ
の
き
れ
い
な
水
と

自
ぜ
ん
を
ま
も
っ
て
い
く
よ
。
ま
た
あ
そ

び
に
行
く
ね
。
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●

●

●
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富
士
宮
市
立
大
宮
小
学
校

富
士
宮
市
立
白
糸
小
学
校

藤
田
　
桜

田
村
　
湧
士

　
ふ
じ
さ
ん
、
あ
の
ね
。
わ
た
し
は
、

き
の
う
、
と
も
だ
ち
と
、
ふ
じ
さ
ん
に

の
ぼ
っ
た
よ
。
の
ぼ
り
は
、
こ
わ
か
っ

た
け
ど
、
く
だ
り
は
た
の
し
か
っ
た
で

す
。
な
ん
で
た
の
し
か
っ
た
か
と
い
う

と
、
か
え
り
は
、
く
い
ず
を
、
な
ん
か

い
も
し
た
か
ら
で
す
。
ふ
じ
さ
ん
の
く

い
ず
を
お
か
あ
さ
ん
が
い
っ
ぱ
い
だ
し

て
く
れ
ま
し
た
。
ふ
じ
さ
ん
は
か
せ
に

な
れ
ま
し
た
。

　
ふ
じ
さ
ん
は
、
く
も
に
つ
つ
ま
れ
て

い
た
よ
。
ふ
じ
さ
ん
の
ぼ
ら
せ
て
く
れ

て
あ
り
が
と
う
。
ま
た
の
ぼ
る
の
を
た

の
し
み
に
し
て
い
る
ね
。
あ
り
が
と
う

ね
。

　
ぼ
く
は
、
今
年
の
夏
に
い
ず
へ
行
き
ま

し
た
。
い
ず
は
す
ご
く
遠
く
て
、
着
い
た

と
き
に
は
い
っ
し
ゅ
ん
ふ
じ
山
が
い
な
く

な
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
回
り
を
見
わ
た

す
と
、
ち
ゃ
ん
と
ふ
じ
山
は
い
ま
し
た
。

で
も
、
な
ん
と
な
く
い
わ
感
を
感
じ
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
い
つ
も
見
て
い
る
ふ
じ
山

と
、
ち
ょ
っ
と
形
が
ち
が
っ
た
か
ら
で

す
。
同
じ
け
ん
で
も
、
場
し
ょ
に
よ
っ
て

形
が
ち
が
う
と
知
り
ま
し
た
。
ふ
じ
山

は
、
い
ろ
ん
な
す
が
た
を
も
っ
て
い
る
だ

な
と
思
い
ま
し
た
。
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●

●

●

●
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富
士
市
立
大
淵
第
一
小
学
校

富
士
市
立
大
淵
第
一
小
学
校

富
士
宮
市
立
東
小
学
校

荻
野
　
瑠
々
花

芦
澤
　
結
音

中
村
　
琉
聖

　
い
つ
も
自
信
満
々
に
胸
を
張
っ
て
立
っ

て
い
る
、
大
き
な
富
士
山
。
私
は
四
年
生

の
時
、
富
士
登
山
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
何

時
間
も
歩
い
て
辛
く
、
と
て
も
大
変
で
し

た
。
で
も
山
頂
に
着
い
た
時
、
い
つ
も
見

上
げ
て
い
る
雲
が
自
分
よ
り
も
下
に
と
て

も
き
れ
い
に
広
が
っ
て
い
て
、
別
世
界
に

い
る
よ
う
で
し
た
。

　
下
か
ら
見
て
も
、
上
か
ら
見
て
も
き

れ
い
な
富
士
山
。
私
に
勇
気
と
い
う
魔

法
を
か
け
て
く
れ
ま
す
。
大
き
な
大
き

な
富
士
山
は
遠
く
か
ら
見
て
も
自
然
に

囲
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

そ
し
て
安
心
感
と
パ
ワ
ー
を
与
え
て

く
れ
ま
す
。
だ
か
ら
安
心
し
て
勇
気
を

出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
私
は
陸
上
を

や
っ
て
い
て
、
レ
ー
ス
前
な
ど
緊
張
し

た
り
、
不
安
に
な
っ
た
り
し
て
い
る
時

は
必
ず
富
士
山
を
見
ま
す
。
そ
し
て
大

き
く
深
呼
吸
を
し
ま
す
。
そ
う
す
る
と

安
心
し
、
集
中
し
て
レ
ー
ス
に
挑
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
私
に
と
っ
て
富
士
山
は

な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
す
。
だ
か

ら
、
い
つ
ま
で
も
い
つ
ま
で
も
私
に
、

そ
し
て
み
ん
な
に
勇
気
を
与
え
る
変
わ

ら
な
い
存
在
で
い
て
く
だ
さ
い
。

　
私
は
、
家
族
で
東
京
の
ス
カ
イ
ツ
リ
ー

に
行
っ
た
ん
だ
よ
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
展

望
台
に
上
っ
た
よ
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
下

り
た
瞬
間
東
京
の
街
が
全
部
見
え
た
よ
。

そ
の
時
、
い
つ
も
見
て
い
る
大
き
な
富
士

山
が
遠
く
に
小
さ
く
見
え
た
の
。

　
私
は
、
不
思
議
な
気
分
、
そ
し
て
少
し

さ
み
し
く
な
っ
た
ん
だ
。
い
つ
も
私
の
家

か
ら
見
る
富
士
山
は
手
が
届
き
そ
う
な
く

ら
い
大
き
く
て
、
存
在
感
が
あ
っ
た
か

ら
。
い
つ
も
当
た
り
前
に
見
え
て
い
る
富

士
山
も
場
所
が
変
わ
る
と
こ
ん
な
に
小
さ

い
。
手
を
の
ば
し
た
か
ら
。
い
つ
も
当
た

り
前
に
見
て
い
る
富
士
山
も
場
所
が
変
わ

る
と
こ
ん
な
に
小
さ
い
。
手
を
の
ば
し
て

も
届
き
そ
う
も
な
か
っ
た
よ
。
私
は
、
い

つ
も
当
た
り
前
に
見
え
て
い
る
富
士
山
の

よ
う
に
、
い
つ
も
当
た
り
前
に
い
る
家
族

を
大
切
に
し
よ
う
と
思
っ
た
よ
。
思
わ
ず

お
⺟
さ
ん
の
手
を
に
ぎ
っ
た
ら
、
そ
ば
に

い
て
す
ぐ
に
手
が
届
い
た
ん
だ
。
家
に

帰
っ
て
大
き
な
富
士
山
を
早
く
見
た
い

な
。
家
族
み
ん
な
で
。

　
ぼ
く
に
は
、
お
兄
ち
ゃ
ん
と
お
姉
ち
ゃ

ん
が
い
ま
す
。
お
姉
ち
ゃ
ん
は
大
学
生
で
、

今
は
東
京
に
住
ん
で
い
ま
す
。
会
え
な
い
こ

と
が
多
い
の
で
、
さ
み
し
い
で
す
。
お
姉

ち
ゃ
ん
の
家
か
ら
は
富
士
山
が
見
え
ま
せ

ん
。
地
元
に
帰
っ
て
き
た
時
は
も
ち
ろ
ん
、

遠
く
か
ら
で
も
富
士
山
を
見
る
と
お
姉
ち
ゃ

ん
は
、
ほ
っ
と
安
心
す
る
そ
う
で
す
。

　
お
兄
ち
ゃ
ん
は
高
校
三
年
生
で
す
。
次

の
春
に
は
大
学
生
に
な
っ
て
遠
く
に
行
っ

て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
さ

み
し
く
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
ぼ
く
も
、
あ
と
何
年
か
し
た
ら
富
士

山
の
見
え
な
い
所
に
行
っ
て
し
ま
う
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
い
つ
も
毎
日
あ
た
り
ま
え
に
見
え
て
い

た
富
士
山
が
遠
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
悲

し
い
よ
。
も
し
も
ぼ
く
が
、
遠
く
に
行
っ

て
し
ま
っ
て
も
い
つ
ま
で
も
見
守
っ
て
い

て
ね
。
ぼ
く
た
ち
を
い
つ
ま
で
も
⽀
え
て

い
て
ね
。
い
つ
も
み
ん
な
の
こ
と
を
見
て

い
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
い
つ
も
、
富

士
山
が
見
守
っ
て
い
て
く
れ
て
ぼ
く
は
も

の
す
ご
く
う
れ
し
い
よ
。
富
士
山
、
こ
れ

か
ら
も
よ
ろ
し
く
ね
。
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●

●

●

●

●
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富
士
宮
市
立
東
小
学
校

富
士
宮
市
立
上
野
小
学
校

富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

石
上
　
心
菜

鈴
木
　
琳
子

佐
野
　
甲
緯

　
世
界
中
に
今
、
朝
が
訪
れ
て
る
。
富
士

山
も
起
き
て
る
か
な
。
雲
の
中
に
か
く
れ

て
た
け
ど
、
き
っ
と
私
の
こ
と
見
守
っ
て

い
て
く
れ
た
よ
ね
。
私
も
今
日
は
早
起
き

し
て
、
い
つ
も
と
少
し
違
う
朝
。
朝
ご
飯

を
食
べ
て
、
朝
の
⽀
度
を
し
て
、
友
達
と

学
校
に
行
く
。
い
つ
も
と
少
し
違
う
の

は
、
ず
っ
と
カ
メ
ラ
を
向
け
ら
れ
て
い
た

か
ら
。
ビ
ッ
ク
リ
し
た
よ
ね
。
だ
け
ど
、

学
校
に
着
い
た
ら
、
も
っ
と
ビ
ッ
ク
リ
し

た
よ
。
い
つ
も
テ
レ
ビ
で
み
て
い
る
あ
の

人
達
が
、
サ
プ
ラ
イ
ズ
で
私
に
会
い
に
来

て
く
れ
た
。
私
の
将
来
の
夢
の
話
を
し
た

り
、
朝
の
放
送
を
一
緒
に
し
て
嬉
し
か
っ

た
よ
。
目
の
前
で
歌
も
歌
っ
て
く
れ
た
。

歌
を
聞
い
て
、
「
あ
り
が
と
う
」
っ
て
み

ん
な
に
伝
え
よ
う
と
思
っ
た
。
私
の
撮
影

の
た
め
に
、
み
ん
な
が
協
力
し
て
く
れ

て
、
一
緒
に
楽
し
ん
で
く
れ
た
か
ら
。
本

当
は
少
し
心
配
し
て
た
か
ら
、
ホ
ッ
と
し

た
よ
。
撮
影
が
終
わ
る
頃
、
富
士
山
が
雲

の
中
か
ら
や
っ
と
顔
を
だ
し
て
く
れ
た
。

富
士
山
も
私
と
一
緒
で
、
少
し
照
れ
く
さ

か
っ
た
ん
だ
ね
。
で
も
ね
、
小
学
校
生
活

最
後
の
年
に
、
一
生
の
思
い
出
が
つ
く
れ

た
よ
。

　
日
本
一
美
し
い
富
士
山
へ

　
わ
た
し
の
住
ん
で
い
る
富
士
宮
市
で

は
、
一
年
中
、
家
や
学
校
、
い
ろ
い
ろ
な

場
所
で
、
日
本
一
美
し
い
富
士
山
が
見
ら

れ
ま
す
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
、
大

阪
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
い
と
こ
が
き
ま
し

た
。
大
阪
で
は
富
士
山
が
見
え
ま
せ
ん
。

こ
ち
ら
に
、
来
た
時
、
ず
っ
と
富
士
山
を

気
に
し
て
い
ま
し
た
。
五
月
は
、
天
気
が

く
も
り
が
多
く
て
富
士
山
が
見
れ
な
い
時

が
あ
り
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
来
た
時
、
雲
が

富
士
山
に
た
く
さ
ん
あ
っ
て
見
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
ば
あ
ば
も
す
ご
く
残
念
が
っ
て

い
ま
し
た
。
私
は
、
心
の
中
で
、
富
士
山

が
見
え
ま
す
よ
う
に
と
い
の
り
ま
し
た
。

ば
あ
ば
が
大
阪
に
帰
る
日
、
富
士
山
が

く
っ
き
り
美
し
く
顔
を
出
し
ま
し
た
。
い

と
こ
も
よ
ろ
こ
ん
で
、
田
ん
ぼ
に
う
つ
っ

た
富
士
山
と
大
き
な
富
士
山
を
写
真
に

と
っ
て
い
ま
し
た
。
逆
さ
富
士
と
言
っ
て

ま
し
た
。
富
士
山
ば
あ
ば
が
帰
る
時
に
、

ば
あ
ば
と
い
と
こ
に
、
美
し
い
富
士
山
を

見
せ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
今
度
は
、

雪
を
か
ぶ
っ
た
富
士
山
を
大
阪
ば
あ
ば
と

い
と
こ
が
見
た
い
よ
う
な
の
で
、
よ
ろ
し

く
ね
。

　
今
年
の
三
月
に
神
奈
川
県
で
空
手
の
大

会
が
あ
り
ま
し
た
。
朝
、
西
富
士
道
路
か

ら
高
速
に
の
っ
た
時
、
い
つ
も
の
富
士
山

が
い
つ
も
よ
り
大
き
く
見
え
ま
し
た
。
ぼ

く
は
、
ま
ど
を
開
け
て
「
富
士
山
！
ぼ
く

が
ん
ば
っ
て
く
る
よ
！
富
士
山
も
こ
こ
か

ら
応
え
ん
し
て
い
て
ね
。
い
っ
て
き
ま

す
。
」
と
大
き
な
声
で
お
願
い
を
し
ま
し

た
。
す
る
と
、
ど
し
ん
と
か
ま
え
た
富
士

山
か
ら
「
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
。
が
ん

ば
っ
て
こ
い
。
」
と
声
が
返
っ
て
き
た
よ

う
な
気
が
し
ま
し
た
。

　
そ
の
日
の
大
会
で
は
、
三
し
合
勝
っ
て

優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
大
会
が
終
わ
り
、
神
奈
川
県
か
ら
の
帰

り
道
、
ま
た
西
富
士
道
路
か
ら
見
え
た
夕

や
け
の
富
士
山
に
、
も
ら
っ
た
⾦
メ
ダ
ル

と
し
ょ
う
状
を
見
せ
な
が
ら
、
「
富
士
山

の
応
え
ん
聞
こ
え
た
よ
。
あ
り
が
と
う
。

た
だ
い
ま
ー
。
」
と
言
い
ま
し
た
。

　
神
奈
川
に
つ
く
ま
で
に
、
色
々
な
角
度

か
ら
の
富
士
山
が
見
ら
れ
た
け
れ
ど
、
ぼ

く
は
や
っ
ぱ
り
富
士
宮
か
ら
見
る
い
つ
も

の
富
士
山
が
大
す
き
で
す
。
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富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

福
井
　
碧
心

渡
邉
　
颯
馬

遠
藤
　
美
里

　
ぼ
く
は
今
年
、
初
め
て
富
士
山
に
の
ぼ

り
ま
し
た
。
実
は
去
年
も
登
ろ
う
と
し
ま

し
た
が
、
去
年
は
、
骨
折
し
て
し
ま
い
登

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
や
っ
と
登
れ

た
今
年
、
富
士
山
に
登
る
の
は
、
そ
ん
な

に
か
ん
た
ん
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

頂
上
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
、
酸
素
が
う
す

く
な
っ
て
、
す
こ
し
歩
い
た
だ
け
で
、
息

切
れ
し
て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
も
、
岩
も

だ
ん
だ
ん
大
き
く
て
ゴ
ツ
ゴ
ツ
し
て
き

ま
す
。
頂
上
も
、
す
ご
く
寒
く
て
、
下
り

も
、
す
ご
く
す
べ
っ
て
大
変
で
し
た
。
で

も
、
大
変
な
こ
と
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
楽

し
か
っ
た
こ
と
も
、
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
し

た
。
登
っ
て
い
る
人
と
す
れ
ち
が
う
時

は
、
あ
い
さ
つ
や
、
「
が
ん
ば
っ
て
ね
」

と
い
う
言
葉
を
か
わ
し
た
り
、
頂
上
に
、

た
ど
り
つ
い
た
時
は
、
今
ま
で
に
見
た
こ

と
は
な
い
と
て
も
き
れ
い
な
景
色
で
と
て

も
感
動
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
こ
の
き
れ
い
な
富
士
山
を

守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
お
⺟
さ
ん
と
、
富
士
市
に
住
ん
で
い
る

友
達
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。

「
う
ち
の
水
道
代
は
、
三
千
円
く
ら
い
だ

よ
。
」

　
と
お
⺟
さ
ん
が
い
い
ま
し
た
。

「
え
～
！
う
ち
は
、
一
万
円
く
ら
い

よ
。
」

　
ぼ
く
は
、
と
な
り
の
市
な
の
に
ど
う
し

て
水
道
代
の
⾦
額
が
ち
が
う
の
か
と
お
ど

ろ
き
ま
し
た
。
考
え
て
み
た
ら
富
士
宮
に

は
、
白
糸
の
滝
、
陣
馬
の
滝
、
湧
玉
池
が

あ
り
ま
す
。
調
べ
た
ら
、
富
士
山
の
天
然

水
が
、
湧
玉
池
に
湧
き
出
る
水
は
、
一
日

約
二
十
ト
ン
と
知
り
ま
し
た
。
そ
の
水
の

お
か
げ
で
、
水
道
代
が
安
く
な
り
、
お
い

し
い
水
が
飲
め
ま
す
。

　
ほ
か
に
も
、
静
岡
市
の
友
達
に
話
を
聞

き
ま
し
た
。
静
岡
市
で
は
、
夏
に
な
る
と

水
道
水
が
ぬ
る
い
そ
う
で
す
。
富
士
宮
市

は
、
夏
で
も
冷
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

富
士
宮
市
が
、
富
士
山
の
近
く
で
、
冷
た

い
水
が
流
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
富
士
山
が
あ
る
こ
と
で
、
ぼ
く
た
ち
の

生
活
を
よ
り
良
く
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

富
士
山
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
。

　
小
学
校
最
後
の
夏
休
み
、
近
江
八
幡

市
・
富
士
宮
市
児
童
交
歓
会
に
参
加
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
昔
、
〝
ダ
イ
ダ
ラ

ボ
ッ
チ
〟
と
よ
ば
れ
る
巨
人
が
、
近
江
の

土
を
掘
っ
て
富
士
山
を
つ
く
り
、
掘
っ
た

跡
に
水
が
た
ま
っ
て
海
の
よ
う
に
広
い
琵

琶
湖
に
な
っ
た
、
と
い
う
伝
説
か
ら
夫
婦

都
市
の
絆
を
結
ん
だ
両
市
。
今
回
は
富
士

宮
か
ら
六
年
生
二
十
四
名
が
近
江
八
幡
市

を
訪
れ
た
。
初
め
て
の
近
江
で
初
め
て

会
っ
た
仲
間
と
初
め
て
見
る
琵
琶
湖
の
大

き
さ
や
沖
島
め
ぐ
り
に
う
わ
ー
っ
と
歓
声

を
上
げ
、
風
情
あ
ふ
れ
る
瓦
屋
根
の
町
並

み
や
近
江
商
人
ゆ
か
り
の
八
幡
堀
に
ま
る

で
時
が
戻
っ
た
か
の
よ
う
な
感
覚
を
覚
え

た
。
古
く
か
ら
大
切
に
守
ら
れ
て
き
た
風

土
や
歴
史
に
触
れ
た
三
日
間
、
急
に
ふ
る

さ
と
富
士
宮
が
恋
し
く
な
り
富
士
山
に
思

い
を
は
せ
た
。
富
士
山
は
、
眺
め
て
い
る

だ
け
で
元
気
や
勇
気
が
わ
い
て
く
る
私
の

お
国
自
慢
だ
。
来
年
は
近
江
の
人
た
ち
に

も
富
士
山
を
思
い
き
り
体
感
し
て
ほ
し

い
。
日
本
一
の
霊
峰
富
士
山
と
日
本
一
の

⺟
な
る
琵
琶
湖
、
こ
の
先
も
ず
っ
と
仲
良

く
人
々
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

よ
う
に
。
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富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

堤
　
柊
真

櫻
井
　
音
夢

小
尾
　
海
翔

　
「
今
日
も
富
士
山
見
え
な
い
ね
。
」
い

と
こ
が
ぽ
つ
ん
と
つ
ぶ
や
い
た
。
夏
休
み

の
は
じ
め
に
、
い
と
こ
が
熊
本
か
ら
静
岡

に
遊
び
に
来
た
。
新
富
士
駅
ま
で
む
か
え

に
行
っ
た
時
、
富
士
山
は
見
え
た
。
い
と

こ
が
言
っ
た
。
「
想
像
の
三
十
倍
で
か

い
！
」
ぼ
く
は
言
っ
た
。
「
こ
こ
よ
り
ぼ

く
の
家
の
方
が
よ
く
見
え
る
よ
。
」
ぼ
く

が
い
と
こ
に
見
せ
た
か
っ
た
富
士
山
は
、

晴
れ
た
空
に
「
ド
ン
」
と
大
き
く
立
っ
て

い
る
富
士
山
だ
。
で
も
家
に
着
い
た
時
は

す
で
に
空
は
暗
く
て
、
よ
く
見
え
な
か
っ

た
。
チ
ャ
ン
ス
は
明
日
だ
。
次
の
日
の

朝
、
は
り
き
っ
て
外
を
見
た
。
く
も
り

だ
。
富
士
山
は
見
え
な
い
。
次
の
日
も
、

ま
た
次
の
日
も
富
士
山
は
き
れ
い
に
見
え

な
か
っ
た
。
い
ろ
い
ろ
な
場
所
に
行
っ
た

の
に
、
や
っ
ぱ
り
見
え
な
か
っ
た
。
今
回

い
と
こ
に
ぼ
く
の
大
好
き
な
富
士
山
を
見

せ
て
あ
げ
る
事
は
で
き
な
か
っ
た
け
ど
、

次
に
い
と
こ
が
来
た
時
の
目
ひ
ょ
う
が
で

き
た
。
そ
れ
は
晴
れ
た
空
に
大
き
な
富
士

山
が
「
ド
ン
」
と
あ
る
、
ぼ
く
の
自
ま
ん

の
富
士
山
を
見
せ
る
事
だ
！
そ
の
時
は
、

は
ず
か
し
が
ら
ず
に
、
か
っ
こ
い
い
富
士

山
を
見
せ
て
ね
。

　
夏
休
み
に
入
る
一
日
前
に
う
ち
の
犬
の

サ
ク
ラ
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
動
物
が
亡

く
な
る
と
虹
の
橋
を
渡
る
と
聞
い
た
の
で

日
本
一
高
い
富
士
山
は
虹
の
橋
に
一
番
近

い
と
思
っ
た
の
で
私
か
ら
の
お
願
い
ご
と

を
手
紙
に
書
き
ま
し
た
。

　
サ
ク
ラ
は
し
ば
犬
と
コ
ー
ギ
ー
の
ミ
ッ

ク
ス
犬
で
人
が
と
っ
て
も
好
き
な
犬
で
し

た
。
家
の
前
を
通
る
人
が
い
る
と
か
な
ら

ず
ほ
え
て
お
ま
わ
り
さ
ん
に
も
ほ
め
ら
れ

る
よ
う
な
犬
で
し
た
。
亡
く
な
っ
た
あ
と

道
を
通
る
人
か
ら
「
犬
の
声
が
し
な
い

ね
」
と
言
わ
れ
て
み
ん
な
の
耳
に
サ
ク
ラ

の
声
が
と
ど
い
て
い
た
ん
だ
な
と
思
い
ま

し
た
。

　
富
士
山
、
サ
ク
ラ
は
し
っ
か
り
虹
の
橋

を
渡
っ
て
い
き
ま
し
た
か
。
ま
わ
り
に
い

る
動
物
達
と
仲
良
く
遊
ん
で
い
ま
す
か
。

あ
ま
り
に
も
楽
し
す
ぎ
て
ほ
え
す
ぎ
て
る

時
は
「
サ
ク
ラ
」
と
言
っ
て
あ
げ
て
く
だ

さ
い
。
あ
と
サ
ク
ラ
に
、
私
は
今
サ
ク
ラ

が
い
な
く
な
っ
て
さ
み
し
い
け
ど
学
校
が

ん
ば
る
か
ら
サ
ク
ラ
も
ま
わ
り
の
み
ん
な

と
仲
良
く
し
て
ね
と
言
っ
と
い
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
ね
サ
ク
ラ
。

　
「
富
士
山
、
四
年
間
の
ぼ
く
の
成
長
を

見
て
ね
。
」
と
心
の
中
で
つ
ぶ
や
い
た
。

四
年
前
、
祖
父
の
お
風
呂
場
で
マ
ー
ブ
リ

ン
グ
を
し
て
遊
ん
だ
と
き
、
富
士
山
の
よ

う
な
も
様
が
で
き
た
の
で
画
用
紙
に
写
し

と
っ
た
。
当
時
の
自
分
の
力
で
は
そ
の
も

様
を
う
ま
く
絵
に
す
る
自
信
が
な
か
っ
た

の
で
、
そ
の
画
用
紙
は
大
事
に
と
っ
て
お

い
た
。
五
年
生
に
な
り
、
も
様
の
活
か
し

方
が
頭
に
う
か
ん
だ
の
で
、
今
年
の
夏

は
、
そ
の
画
用
紙
を
使
っ
て
富
士
山
の
絵

を
か
く
こ
と
に
し
た
。
頭
に
う
か
ん
だ
の

は
紅
い
雲
が
流
れ
、
そ
の
中
に
う
か
ぶ
富

士
山
だ
。
絵
が
完
成
し
、
「
あ
か
つ
き
の

富
士
山
」
と
い
う
題
に
し
た
。
そ
の
後
、

家
族
旅
行
の
チ
ケ
ッ
ト
を
⺟
と
旅
行
社
に

受
け
取
り
に
行
っ
た
。
そ
の
時
、
部
屋
の

お
く
に
か
ざ
っ
て
あ
っ
た
富
士
山
の
写
真

が
目
に
入
っ
た
。
な
ん
と
自
分
の
か
い
た

富
士
山
が
そ
こ
に
あ
っ
た
。
「
お
っ
！
ぼ

く
の
富
士
山
と
同
じ
だ
。
」
そ
の
し
ゅ
ん

間
、
富
士
山
は
ぼ
く
だ
け
の
富
士
山
に
な

り
、
う
れ
し
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に

な
っ
た
。
「
富
士
山
、
ぼ
く
が
ん
ば
っ
た

よ
。
」
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今
年
の
一
月
一
日
、
ぼ
く
た
ち
家
族

は
、
早
起
き
を
し
て
、
朝
ぎ
り
ア
リ
ー
ナ

へ
む
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
初
日
の
出

を
見
る
た
め
だ
。
外
は
ま
だ
暗
く
て
、
と

て
も
さ
む
か
っ
た
。
空
が
暗
い
中
、
富
士

山
は
、
う
っ
す
ら
見
え
て
い
た
。
富
士
山

は
、
雪
を
か
ぶ
っ
て
い
て
、
ど
う
ど
う
と

し
た
姿
で
静
か
に
す
わ
っ
て
い
る
よ
う

だ
っ
た
。
少
し
待
っ
て
い
た
ら
、
富
士
山

の
右
下
の
方
か
ら
、
太
陽
が
上
が
っ
て
き

た
。
太
陽
の
光
で
て
ら
さ
れ
た
富
士
山

は
、
さ
む
さ
を
わ
す
れ
て
し
ま
い
そ
う
な

く
ら
い
、
と
て
も
き
れ
い
だ
っ
た
。
「
き

れ
い
だ
ね
。
」
家
族
み
ん
な
が
言
っ
た
。

ぼ
く
は
こ
ん
な
に
き
れ
い
な
富
士
山
と
初

日
の
出
を
見
れ
た
の
で
、
今
年
一
年
い
い

年
に
な
り
そ
う
だ
な
。
と
思
い
な
が
ら
、

富
士
山
と
太
陽
を
見
つ
め
た
。
ぼ
く
は
、

生
ま
れ
て
初
め
て
見
る
初
日
の
出
だ
っ
た

の
で
、
と
て
も
感
動
し
た
。
ま
た
来
年
の

正
月
も
早
起
き
を
し
て
家
族
み
ん
な
で
初

日
の
出
と
富
士
山
を
見
た
い
と
思
っ
た
。

来
年
の
正
月
も
ぼ
く
た
ち
家
族
が
来
た
時

は
、
か
っ
こ
よ
く
て
き
れ
い
な
富
士
山
を

き
た
い
し
て
い
る
よ
。

　
理
科
の
授
業
で
、
星
に
つ
い
て
勉
強
し

た
。
そ
の
時
ぼ
く
は
、
富
士
山
に
星
を
見

に
行
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。

　
車
か
ら
出
て
空
を
見
た
し
ゅ
ん
間
、

「
わ
ぁ
、
す
ご
い
き
れ
い
！
」

ぼ
く
は
、
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
た
く
さ

ん
の
星
に
び
っ
く
り
し
た
。
お
⺟
さ
ん

が
、
オ
リ
オ
ン
座
を
教
え
て
く
れ
た
け

ど
、
ぼ
く
は
ど
れ
な
の
か
わ
か
ら
な
か
っ

た
。
明
る
い
星
、
小
さ
い
星
、
オ
レ
ン
ジ

色
に
見
え
る
星
。
い
ろ
ん
な
星
が
キ
ラ
キ

ラ
か
が
や
い
て
い
た
。

　
で
も
、
ぼ
く
の
家
か
ら
は
、
あ
ん
な
に

た
く
さ
ん
の
星
は
見
え
な
い
。
星
か
ら
の

き
ょ
り
が
遠
す
ぎ
て
、
強
い
光
を
放
つ
星

し
か
見
え
な
い
と
先
生
が
言
っ
て
い
た
。

富
士
山
は
、
星
か
ら
の
き
ょ
り
が
近
く

て
、
空
気
が
き
れ
い
だ
か
ら
見
え
る
ん

だ
。
富
士
山
は
、
毎
日
き
れ
い
な
星
空
を

見
て
い
る
ん
だ
ね
。

　
星
座
に
つ
い
て
、
も
っ
と
勉
強
し
て
か

ら
も
う
一
度
行
っ
て
み
た
い
。
今
な
ら
オ

リ
オ
ン
座
も
わ
か
る
。
富
士
山
と
星
座
観

察
を
し
よ
う
‼

　
富
士
山
へ
。
私
は
こ
の
前
、
家
族
で
白

糸
の
滝
へ
行
っ
て
来
ま
し
た
。
滝
が
と
て

も
き
れ
い
で
、
絶
景
で
し
た
。
水
が
透
き

通
っ
て
い
て
、
触
っ
て
み
る
と
す
ご
く
冷

た
か
っ
た
で
す
。
そ
こ
で
私
は
、
途
中
で

止
ま
る
こ
と
は
な
い
の
か
な
？
ど
こ
か
ら

流
れ
て
い
る
の
か
な
？
な
ど
の
疑
問
が
湧

い
て
き
ま
し
た
。
な
の
で
、
父
と
⺟
に
聞

い
て
み
た
と
こ
ろ
、

「
こ
の
水
は
、
富
士
山
の
雪
解
け
水
や
地

下
水
だ
よ
。
」
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
私
が
小
学
四
年
生
の
時
、
社
会
科
の
授

業
で
、
静
岡
県
の
富
士
山
が
近
い
所
で

は
、
富
士
山
に
降
っ
た
雨
や
雪
が
地
下
水

に
な
っ
て
、
富
士
山
が
ダ
ム
に
な
っ
て
い

る
、
い
わ
ゆ
る
『
自
然
ダ
ム
』
で
あ
る
と

聞
い
た
気
が
し
ま
す
。
調
べ
て
み
る
と
、

富
士
山
全
体
の
地
下
水
の
保
有
量
は
、
約

二
百
九
十
憶
ト
ン
と
書
い
て
あ
り
、
と
て

も
驚
き
ま
し
た
。
富
士
山
は
す
ご
い
ん

だ
、
き
れ
い
な
水
を
作
っ
て
く
れ
て
あ
り

が
と
う
、
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。
富
士

山
の
天
然
水
は
美
味
し
い
と
評
判
な
の

で
、
い
つ
か
私
も
飲
ん
で
み
た
い
で
す
。

い
つ
も
見
守
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
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理
科
の
授
業
で
、
星
に
つ
い
て
勉
強
し

た
。
そ
の
時
ぼ
く
は
、
富
士
山
に
星
を
見

に
行
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。

　
車
か
ら
出
て
空
を
見
た
し
ゅ
ん
間
、

「
わ
ぁ
、
す
ご
い
き
れ
い
！
」

ぼ
く
は
、
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
た
く
さ

ん
の
星
に
び
っ
く
り
し
た
。
お
⺟
さ
ん

が
、
オ
リ
オ
ン
座
を
教
え
て
く
れ
た
け

ど
、
ぼ
く
は
ど
れ
な
の
か
わ
か
ら
な
か
っ

た
。
明
る
い
星
、
小
さ
い
星
、
オ
レ
ン
ジ

色
に
見
え
る
星
。
い
ろ
ん
な
星
が
キ
ラ
キ

ラ
か
が
や
い
て
い
た
。

　
で
も
、
ぼ
く
の
家
か
ら
は
、
あ
ん
な
に

た
く
さ
ん
の
星
は
見
え
な
い
。
星
か
ら
の

き
ょ
り
が
遠
す
ぎ
て
、
強
い
光
を
放
つ
星

し
か
見
え
な
い
と
先
生
が
言
っ
て
い
た
。

富
士
山
は
、
星
か
ら
の
き
ょ
り
が
近
く

て
、
空
気
が
き
れ
い
だ
か
ら
見
え
る
ん

だ
。
富
士
山
は
、
毎
日
き
れ
い
な
星
空
を

見
て
い
る
ん
だ
ね
。

　
星
座
に
つ
い
て
、
も
っ
と
勉
強
し
て
か

ら
も
う
一
度
行
っ
て
み
た
い
。
今
な
ら
オ

リ
オ
ン
座
も
わ
か
る
。
富
士
山
と
星
座
観

察
を
し
よ
う
‼

　
富
士
山
へ
。
私
は
こ
の
前
、
家
族
で
白

糸
の
滝
へ
行
っ
て
来
ま
し
た
。
滝
が
と
て

も
き
れ
い
で
、
絶
景
で
し
た
。
水
が
透
き

通
っ
て
い
て
、
触
っ
て
み
る
と
す
ご
く
冷

た
か
っ
た
で
す
。
そ
こ
で
私
は
、
途
中
で

止
ま
る
こ
と
は
な
い
の
か
な
？
ど
こ
か
ら

流
れ
て
い
る
の
か
な
？
な
ど
の
疑
問
が
湧

い
て
き
ま
し
た
。
な
の
で
、
父
と
⺟
に
聞

い
て
み
た
と
こ
ろ
、

「
こ
の
水
は
、
富
士
山
の
雪
解
け
水
や
地

下
水
だ
よ
。
」
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
私
が
小
学
四
年
生
の
時
、
社
会
科
の
授

業
で
、
静
岡
県
の
富
士
山
が
近
い
所
で

は
、
富
士
山
に
降
っ
た
雨
や
雪
が
地
下
水

に
な
っ
て
、
富
士
山
が
ダ
ム
に
な
っ
て
い

る
、
い
わ
ゆ
る
『
自
然
ダ
ム
』
で
あ
る
と

聞
い
た
気
が
し
ま
す
。
調
べ
て
み
る
と
、

富
士
山
全
体
の
地
下
水
の
保
有
量
は
、
約

二
百
九
十
憶
ト
ン
と
書
い
て
あ
り
、
と
て

も
驚
き
ま
し
た
。
富
士
山
は
す
ご
い
ん

だ
、
き
れ
い
な
水
を
作
っ
て
く
れ
て
あ
り

が
と
う
、
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。
富
士

山
の
天
然
水
は
美
味
し
い
と
評
判
な
の

で
、
い
つ
か
私
も
飲
ん
で
み
た
い
で
す
。

い
つ
も
見
守
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
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学
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立
大
宮
小
学
校
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蓮
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「
富
士
山
、
い
つ
も
あ
り
が
と
う
。
」

　
私
は
、
今
年
の
夏
、
富
士
宮
市
と
近
江

八
幡
市
の
交
歓
会
に
参
加
し
た
。
今
年

は
、
近
江
八
幡
市
の
人
達
に
迎
え
て
も
ら

う
側
だ
っ
た
の
で
、
楽
し
み
で
、
わ
く
わ

く
し
て
い
た
。
近
江
八
幡
市
で
は
、
水
の

交
流
と
し
て
富
士
山
の
湧
き
水
を
琵
琶
湖

に
注
ぎ
、
友
達
と
の
交
流
を
通
し
て
、
心

が
清
ら
か
に
な
っ
た
気
が
し
た
。
だ
が
、

富
士
山
が
見
え
ず
、
変
な
感
じ
が
し
た
。

私
に
と
っ
て
、
富
士
山
は
、
い
つ
も
私
達

の
こ
と
を
見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
存
在

だ
。
な
ぜ
な
ら
、
私
は
、
バ
ト
ン
ト
ワ
リ

ン
グ
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
に
打
ち
込
ん
で
い

て
、
つ
ら
い
練
習
の
時
や
緊
張
す
る
大
会

の
時
に
、
日
本
一
の
富
士
山
が
勇
気
を
与

え
て
く
れ
、
背
中
を
お
し
て
く
れ
る
か
ら

だ
。
ま
た
、
私
は
富
士
山
の
よ
う
な
日
本

一
の
選
手
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

み
ん
な
の
期
待
に
こ
た
え
ら
れ
る
よ
う

な
、
強
い
選
手
に
な
り
た
い
。

　
富
士
山
は
、
い
つ
も
私
の
事
を
見
守

り
、
優
し
く
、
強
く
、
背
中
を
お
し
て
く

れ
る
存
在
な
の
だ
。

「
富
士
山
、
い
つ
ま
で
も
、
見
守
っ
て
い

て
ね
。
」

　
私
た
ち
の
学
校
は
、
日
本
一
富
士
山
が

き
れ
い
に
見
え
る
学
校
で
す
。
そ
し
て
今

年
上
井
出
小
学
校
が
百
五
十
周
年
を
む
か

え
ま
し
た
。
私
の
お
姉
ち
ゃ
ん
二
人
も
お

⺟
さ
ん
も
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
も
私
の
身
近

に
い
る
人
も
、
上
井
出
小
学
校
を
卒
業
し

ま
し
た
。
百
五
十
年
前
は
、
ど
ん
な
学
校

だ
っ
た
か
は
分
か
ら
な
い
け
ど
、
今
と
同

じ
よ
う
に
日
本
一
富
士
山
が
き
れ
い
に
見

え
る
学
校
だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
な
と
想
像
し

て
い
ま
す
。

　
富
士
山
は
、
春
、
夏
、
秋
、
冬
と
表
情

が
ち
が
い
ま
す
。
夏
は
富
士
山
は
あ
ま
り

見
え
な
い
け
ど
緑
色
で
と
て
も
き
れ
い
で

す
。
前
に
、
虹
が
二
重
に
富
士
山
に
か

か
っ
て
い
て
明
る
く
と
て
も
き
れ
い
で
し

た
。
冬
の
富
士
山
は
、
雪
が
か
か
っ
て
い

て
、
富
士
山
だ
と
い
う
感
じ
が
す
る
の
で

私
は
冬
の
富
士
山
の
方
が
好
き
で
す
。
で

も
こ
こ
何
年
か
、
富
士
山
に
か
か
っ
て
い

る
雪
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
の
を
見
て
温

だ
ん
化
が
と
て
も
気
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
上
井
出
小
が
日
本
一
富
士
山
が
き

れ
い
に
見
え
る
学
校
で
あ
り
続
け
る
た
め

に
環
境
に
気
を
つ
け
た
い
で
す
。

　
ぼ
く
の
父
は
、
富
士
山
が
見
え
な
い
地

い
き
か
ら
富
士
山
の
ふ
も
と
の
富
士
宮
市

に
引
っ
こ
し
て
来
ま
し
た
。
「
ゆ
う
大
な

富
士
山
を
見
な
が
ら
仕
事
に
向
か
う
の
が

毎
朝
楽
し
み
だ
っ
た
。
仕
事
を
し
て
い
る

と
き
に
、
い
つ
も
後
ろ
に
富
士
山
が
あ
る

美
し
さ
に
引
き
こ
ま
れ
ち
ゃ
っ
て
、
そ
の

年
に
登
山
に
ち
ょ
う
戦
し
た
ん
だ
よ
」
と

言
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ぼ
く
は
、
学
校
の
授
業
で
富
士
山
の
自

然
に
つ
い
て
勉
強
し
、
富
士
山
に
は
多
く

の
生
き
物
が
生
息
し
て
い
る
こ
と
を
知
り

ま
し
た
。
学
ん
で
い
く
う
ち
に
、
富
士
山

に
登
り
た
い
気
持
ち
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
富
士
山
に
登
っ
て
、
学
ん
だ
こ
と
を

実
際
に
確
か
め
て
み
た
い
か
ら
で
す
。

　
父
の
家
族
は
、
富
士
山
が
ま
っ
た
く
見

え
な
い
と
こ
ろ
に
住
ん
で
い
る
の
で
、
ぼ

く
が
富
士
山
に
登
っ
て
、
自
信
げ
に
「
富

士
山
に
登
っ
た
よ
」
と
言
い
た
い
で
す
。

そ
し
て
、
そ
の
感
想
や
大
変
さ
を
教
え
て

あ
げ
た
い
で
す
。

　
六
年
生
に
な
っ
た
ら
家
族
で
登
り
に
行

く
予
定
な
の
で
、
そ
れ
ま
で
待
っ
て
い
て

く
だ
さ
い
。
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学
校
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朗
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富
士
山
が
あ
る
と
、
い
つ
も
の
景
色
が

よ
り
特
別
に
な
り
ま
す
。
田
ぬ
き
湖
は
、

富
士
山
が
見
え
る
湖
と
し
て
人
気
で
す
。

富
士
宮
市
は
、
キ
ャ
ン
プ
の
聖
地
と
し
て

有
名
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
富
士
山
が
大
き

く
見
え
る
か
ら
で
す
。
ぼ
く
の
家
の
近
く

に
あ
る
菜
の
花
畑
に
も
、
富
士
山
と
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
写
真
に
と
ろ
う
と
、

た
く
さ
ん
の
カ
メ
ラ
マ
ン
が
お
と
ず
れ
て

い
ま
す
。

　
ぼ
く
の
家
は
民
泊
を
や
っ
て
い
ま
す
。

富
士
山
の
景
色
を
求
め
て
、
ア
メ
リ
カ

や
中
国
、
か
ん
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

な
ど
、
様
々
な
国
の
人
が
泊
ま
り
に
来
ま

す
。
ぼ
く
の
家
は
不
便
で
す
。
電
車
や
バ

ス
、
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
も
近
く
に
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
富
士
山
の
あ
る
景

色
に
み
ん
な
感
動
し
て
帰
っ
て
い
き
ま

す
。

　
富
士
山
は
ふ
つ
う
の
景
色
に
す
ご
い
価

値
を
あ
た
え
て
く
れ
ま
す
。

　
富
士
山
、
富
士
宮
市
を
「
す
て
き
な

町
」
に
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
ぼ
く

の
家
を
「
す
て
き
な
家
」
に
し
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
。

　
私
の
家
は
キ
ャ
ン
プ
場
を
や
っ
て
い
ま

す
。
キ
ャ
ン
プ
場
に
は
わ
き
水
が
わ
い
て

い
ま
す
。
こ
の
地
い
き
に
わ
き
で
て
い
る

水
は
百
年
前
に
富
士
山
に
ふ
っ
た
雨
が
土

に
し
み
こ
ん
で
時
間
を
か
け
て
で
て
き
た

水
だ
そ
う
で
す
。

　
飲
ん
で
み
た
ら
森
の
自
然
の
味
を
感
じ

ま
し
た
。
水
道
の
水
と
富
士
山
の
水
は
全

く
ち
が
い
ま
す
。

　
富
士
山
の
水
は
飲
む
と
元
気
が
で
ま

す
。
私
は
毎
日
、
飲
ん
で
い
ま
す
が
、

め
っ
た
に
病
気
に
な
り
ま
せ
ん
。
気
分
も

明
る
く
な
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
体
も
心
も
富
士
山
か
ら
も
ら
っ
た
パ

ワ
ー
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
私
に
い
つ
も

元
気
を
た
く
さ
ん
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

　
百
年
後
の
富
士
宮
の
人
も
き
れ
い
で
お

い
し
い
わ
き
水
が
飲
め
る
よ
う
に
、
私
た

ち
は
自
然
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　
い
つ
ま
で
も
、
き
れ
い
な
水
の
め
ぐ
み

が
富
士
山
か
ら
も
ら
え
る
よ
う
に
、
森
に

ゴ
ミ
を
す
て
た
り
せ
ず
、
か
ん
き
ょ
う
を

守
れ
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
。
富
士

山
、
い
つ
も
お
い
し
い
水
を
あ
り
が
と

う
。
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富
士
宮
市
立
芝
川
中
学
校

富
士
宮
市
立
芝
川
中
学
校

富
士
宮
市
立
西
富
士
中
学
校

辻
村
帆
乃
伽

三
木
　
萌
那

佐
野
　
蒼
羽

　
私
の
親
戚
に
富
士
山
を
描
く
作
家
さ

ん
が
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
人
は
今
年

の
五
月
に
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

彼
は
時
々
私
の
家
を
訪
れ
、
ば
あ
ば
に
あ

い
さ
つ
を
し
に
き
ま
し
た
。
私
は
少
し
し

か
見
た
こ
と
が
な
い
け
れ
ど
、
心
の
中

で
近
く
に
す
ご
い
人
が
い
た
ん
だ
と
お

ど
ろ
き
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
彼
は
フ
ァ

イ
ル
を
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
フ
ァ
イ
ル

に
は
立
派
な
富
士
山
が
描
か
れ
て
い
て
、

す
て
き
だ
な
と
も
ら
う
た
び
に
感
じ
ま

し
た
。
日
々
変
化
す
る
富
士
山
の
表
情

が
き
れ
い
に
描
か
れ
て
い
て
、
私
は
あ

ら
た
め
て
富
士
山
の
魅
力
に
気
づ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
春
に
は
桜
と
共
に
、

夏
に
は
青
空
に
映
え
る
山
、
秋
に
は
紅
葉

に
彩
ら
れ
、
冬
に
は
雪
に
包
ま
れ
た
姿
。

ど
の
季
節
も
、
富
士
山
は
私
に
感
動
を

与
え
て
く
れ
ま
す
。
そ
ん
な
偉
大
な
富

士
山
を
美
し
く
描
く
彼
も
私
に
感
動
を

与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
毎
日
使
っ
て
い
る
フ
ァ
イ
ル
と
い
つ

も
見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
富
士
山
の
姿

を
見
て
心
が
癒
さ
れ
て
い
ま
す
。
富
士

山
が
こ
れ
か
ら
も
私
と
多
く
の
人
々
に

感
動
を
与
え
続
け
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

　
三
年
ぶ
り
に
台
湾
か
ら
は
と
こ
が
遊
び

に
き
て
く
れ
た
。
は
と
こ
は
、
観
光
地
を

い
く
つ
か
ま
わ
っ
た
あ
と
、
富
士
山
グ
ッ

ズ
を
大
量
に
買
っ
て
き
た
。
ペ
ン
や
Ｔ

シ
ャ
ツ
、
カ
ラ
ー
コ
ー
ン
ま
で
、
い
つ
使

う
の
か
と
思
う
物
ば
か
り
だ
っ
た
。「
そ

ん
な
に
買
っ
て
ど
う
す
る
の
。」
と
聞
く

と
「
部
屋
に
か
ざ
る
ん
だ
よ
。」
と
当
た

り
前
の
よ
う
に
答
え
た
。
そ
し
て
ス
マ
ホ

に
は
、
色
々
な
角
度
か
ら
と
ら
れ
た
富
士

山
の
写
真
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。
私
は
、

ど
う
し
て
こ
ん
な
に
も
富
士
山
グ
ッ
ズ
を

欲
し
が
る
の
だ
ろ
う
と
考
え
た
。
私
の
家

に
は
富
士
山
の
グ
ッ
ズ
や
写
真
は
一
つ
も

な
い
。
そ
れ
は
富
士
山
が
と
て
も
身
近
な

存
在
に
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
思
う
。
外

を
見
ま
わ
せ
ば
富
士
山
が
見
え
る
し
、
浅

間
大
社
や
自
然
教
室
な
ど
で
も
富
士
山
の

情
報
や
知
識
を
得
ら
れ
る
。
で
も
今
回
の

こ
と
を
通
し
て
、
日
本
一
の
山
が
当
た
り

前
に
身
近
に
あ
る
こ
と
が
す
ご
い
こ
と
な

の
だ
と
改
め
て
思
え
た
。
こ
れ
は
も
っ
と

誇
れ
る
こ
と
だ
と
思
う
し
、
大
切
に
し
て

い
き
た
い
。
そ
し
て
い
つ
ま
で
も
、
世
界

に
誇
れ
る
富
士
山
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思

う
。

　
今
日
も
り
ん
と
た
た
ず
む
富
士
の
山
。

私
は
、
そ
ん
な
富
士
を
見
て
い
る
と
、
ふ

と
思
い
出
が
蘇
る
。

　
小
六
の
夏
休
み
。
私
は
と
あ
る
会
に
参

加
し
て
い
た
。
そ
の
会
と
は
、
日
本
一
の

湖
、
び
わ
湖
が
あ
る
近
江
八
幡
市
と
日
本

一
の
山
、
富
士
山
が
あ
る
富
士
宮
市
の
児

童
が
毎
年
、
仲
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に

様
々
な
こ
と
に
挑
戦
す
る
も
の
だ
。

　
そ
ん
な
交
歓
会
の
二
日
目
、
私
達
一
同

は
富
士
登
山
に
挑
戦
し
た
。
最
初
は
楽
勝

だ
と
思
っ
て
い
た
が
、
実
際
に
登
っ
て
み

る
と
本
当
に
大
変
だ
っ
た
。
そ
ん
な
中
で

も
「
も
う
少
し
だ
よ
。」「
頑
張
れ
！
」
と

み
ん
な
で
目
的
地
に
着
く
こ
と
が
で
き
た

と
き
は
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
。
み
ん
な
で

見
た
、
あ
の
美
し
い
景
色
は
絶
対
に
忘
れ

な
い
だ
ろ
う
。

　
絆
が
深
ま
っ
た
仲
間
と
笑
い
な
が
ら
す

ご
し
た
あ
の
三
日
間
は
ど
う
や
っ
て
も
忘

れ
る
こ
と
は
な
い
。
そ
し
て
富
士
を
見
る

と
そ
の
思
い
で
が
一
気
に
蘇
っ
て
く
る
。

懐
か
し
い
気
分
に
な
り
な
が
ら
み
ん
な
の

笑
顔
を
思
い
出
す
と
、
ま
た
新
た
に
一
歩

を
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
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富
士
市
立
元
吉
原
中
学
校

富
士
宮
市
立
富
士
宮
第
二
中
学
校

富
士
宮
市
立
富
士
宮
第
二
中
学
校

安
藤
　
煌
時

久
保
田
加
緒

鈴
木
　
葉
太

　
二
月
二
十
三
日
は
富
士
山
の
日
。
そ
の

日
は
僕
の
誕
生
日
で
す
。
祖
⺟
は
何
度
か

富
士
登
山
に
挑
戦
し
て
い
て
、
二
〇
〇
九

年
の
夏
の
富
士
登
山
で
は
初
め
て
登
頂

に
成
功
し
た
そ
う
で
す
。
そ
の
時
、
頂
上

に
あ
る
富
士
山
本
宮
浅
間
大
社
で
⺟
の

た
め
に
安
産
祈
願
の
お
守
り
を
買
っ
て

き
て
く
れ
た
と
聞
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

年
が
明
け
た
二
月
二
十
三
日
に
僕
は
生

ま
れ
ま
し
た
。
本
当
は
三
月
に
生
ま
れ
て

く
る
予
定
だ
っ
た
け
れ
ど
、
早
ま
っ
て
し

ま
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
で
も
、

二
月
二
十
三
日
と
い
う
日
を
選
ん
で
生

ま
れ
て
き
た
こ
と
に
⺟
は
「
富
士
山
に
守

ら
れ
て
い
る
ん
だ
ね
。」「
安
産
祈
願
の

お
守
り
は
真
っ
白
で
き
れ
い
だ
よ
。」
と

う
れ
し
そ
う
に
話
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

富
士
山
の
日
は
、
富
士
山
の
美
し
い
自
然

や
景
観
と
関
連
す
る
歴
史
、
文
化
に
思
い

を
は
せ
、
こ
れ
ら
を
守
っ
て
後
世
へ
と

伝
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
と
知

り
ま
し
た
。
私
が
生
ま
れ
た
時
か
ら
ず
っ

と
見
守
っ
て
い
て
く
れ
る
富
士
山
の
た

め
に
自
分
に
何
が
で
き
る
の
か
こ
れ
か

ら
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
富
士
山
を
見
る
と
、
沼
津
へ
行
っ
た
日

の
こ
と
を
思
い
出
す
。
そ
の
日
は
晴
天
で

長
閑
な
朝
だ
っ
た
。
だ
か
ら
か
も
し
れ
な

い
、
思
わ
ず
車
外
を
覗
い
た
の
は
。
何
気

な
い
景
色
。
私
の
目
に
飛
び
込
ん
で
き
た

も
の
は
、「
富
士
山
と
田
ん
ぼ
」
だ
っ
た
。

私
が
見
た
も
の
は
「
逆
さ
富
士
」
だ
。
そ

れ
も
人
生
で
初
め
て
の
。
私
に
と
っ
て
は

忘
れ
ら
れ
な
い
光
景
だ
っ
た
。
彩
り
に
溢

れ
た
自
然
に
囲
ま
れ
な
が
ら
も
、
堂
々
と

水
面
に
映
し
出
さ
れ
る
姿
は
、
ま
る
で
私

に
何
か
を
訴
え
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
。

　
時
が
流
れ
、
私
は
中
学
二
年
生
と
な
っ

た
。
一
年
生
の
頃
よ
り
成
長
し
た
こ
と
は

た
く
さ
ん
あ
る
。
し
か
し
、
ま
だ
改
善
で

き
る
点
が
あ
る
こ
と
も
事
実
だ
。
今
で
も

あ
の
と
き
に
見
た
富
士
山
が
脳
裏
に
焼
き

付
い
て
い
る
。
き
っ
と
富
士
山
が
訴
え
て

い
る
よ
う
に
感
じ
た
の
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

個
性
が
溢
れ
て
い
る
中
で
も
、
一
際
目

立
っ
て
い
る
姿
に
魅
了
さ
れ
た
か
ら
だ
ろ

う
。
私
の
な
り
た
い
姿
は
、
ま
さ
に
そ
の

姿
な
の
だ
か
ら
。

　
私
は
今
日
も
、
一
歩
ず
つ
踏
み
出
し
て

い
く
。

　「
ふ
じ
は
日
本
一
の
山
」
と
聞
け
ば
「
ふ

じ
の
山
」
と
い
う
歌
を
思
い
出
す
。
富
士

山
な
ら
で
は
の
高
さ
や
美
し
さ
を
五
七
調

で
表
現
さ
れ
た
こ
の
歌
は
、
小
さ
い
頃
の

僕
に
強
い
印
象
を
与
え
た
。

　
僕
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
二
番
の

歌
詞
が
好
き
だ
。「
か
ら
だ
に
雪
の
き
も

の
き
て
、か
す
み
の
す
そ
を
と
ほ
く
ひ
く
」

と
い
う
よ
う
に
、
富
士
山
が
人
に
な
っ
た

か
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。「
美
し
い
」、

「
き
れ
い
」と
い
う
言
葉
は
歌
詞
に
は
入
っ

て
い
な
い
は
ず
な
の
に
、
読
む
人
は
自
分

が
浮
か
べ
た
情
景
を
見
て
、
美
し
さ
を
感

じ
る
の
だ
。
ま
た
、
一
番
に
は
富
士
山
の

高
さ
を
中
心
に
歌
詞
が
書
か
れ
て
い
る
。

富
士
山
の
頂
に
目
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
雲

の
上
に
あ
た
ま
を
出
し
、
他
の
山
を
見
お

ろ
し
て
、
雷
様
を
下
に
聞
く
こ
と
が
で
き

る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
誰
も
富
士
山
に
聞

く
こ
と
は
で
き
な
い
。
本
当
に
雷
様
を
下

に
聞
い
て
い
る
の
か
、
耳
や
目
が
あ
る
の

か
さ
え
知
ら
な
い
。
で
も
、
き
っ
と
こ
の

作
者
は
富
士
山
と
自
分
が
近
い
存
在
だ
と

感
じ
た
の
だ
と
思
う
。

　
今
な
ら
彼
ら
の
気
持
ち
が
分
か
り
そ
う

だ
。
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富
士
宮
市
立
富
士
宮
第
二
中
学
校

静
岡
県
富
士
見
中
学
校

静
岡
県
富
士
見
中
学
校

本
田
　
穂
華

澤
畑
　
こ
こ
ろ

岡
本
　
愛
生

　「
今
日
の
富
士
山
す
ご
い
き
れ
い
じ
ゃ

ん
、
絵
に
し
た
い
。」
私
は
絵
を
描
く
の

が
好
き
。
だ
か
ら
い
い
な
と
思
っ
た
写
真

を
風
景
画
に
描
い
た
り
す
る
。
あ
る
日
、

出
か
け
た
と
き
に
見
た
富
士
山
が
と
て

も
き
れ
い
だ
っ
た
。
夏
の
新
緑
、
明
る

い
空
を
背
景
に
写
っ
た
富
士
山
。
写
真

を
と
っ
て
帰
り
、
こ
れ
を
風
景
画
に
落
と

し
込
み
た
い
と
感
じ
、
絵
を
描
き
始
め

た
。
緑
と
空
、
自
分
が
一
番
好
き
な
構

図
だ
。
描
い
て
い
く
中
で
、
自
分
の
日

常
に
こ
ん
な
に
も
壮
大
で
き
れ
い
な
景

色
が
あ
る
の
か
と
感
心
し
た
。
筆
を
動

か
す
行
動
に
も
自
分
の
こ
れ
か
ら
の
未

来
を
見
据
え
て
、
共
に
し
て
き
た
生
活

と
、
こ
れ
か
ら
の
思
い
を
込
め
て
筆
を

動
か
し
た
。
こ
れ
か
ら
私
は
、
こ
の
場

所
で
ど
ん
な
暮
ら
し
を
す
る
の
だ
ろ
う
。

少
し
で
も
成
長
し
、
地
元
に
恩
返
し
で

き
て
い
る
人
に
な
ろ
う
。
絵
が
完
成
す

る
。
き
っ
と
も
っ
と
上
手
く
描
け
る
人

が
い
る
だ
ろ
う
。
で
も
気
持
ち
が
こ
も
っ

た
き
れ
い
な
絵
で
あ
る
と
は
強
く
思
う
。

こ
れ
か
ら
こ
の
思
い
に
目
を
向
け
、
富

士
山
に
負
け
な
い
大
き
な
心
を
持
つ
よ

う
に
し
よ
う
。

　
私
の
兄
は
富
士
山
の
写
真
を
撮
り
ま

す
。
外
に
出
る
度
に
富
士
山
の
方
を
見
て

「
今
日
は
富
士
山
見
え
な
い
か
な
。」
と
つ

ぶ
や
い
て
ま
す
。
兄
は
高
校
で
写
真
部
に

入
り
撮
る
物
を
い
つ
も
探
し
て
い
ま
す
。

そ
の
撮
る
物
の
一
つ
が
富
士
山
な
の
で

す
。
兄
が
富
士
山
を
撮
り
は
じ
め
て
か
ら

私
も
富
士
山
を
よ
く
見
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。き
れ
い
な
富
士
山
が
見
え
れ
ば「
今

日
の
富
士
山
き
れ
い
に
見
え
る
よ
」
と
知

ら
せ
て
あ
げ
ま
す
。
す
る
と
兄
は
外
の

富
士
山
が
見
え
る
所
ま
で
行
き
、
写
真
を

撮
っ
て
き
ま
す
。
兄
の
撮
る
富
士
山
は
と

て
も
き
れ
い
で
鮮
や
か
で
す
。
私
も
兄
を

真
似
て
写
真
を
撮
っ
て
み
ま
し
た
。
し
か

し
上
手
に
撮
れ
ず
写
真
と
に
ら
め
っ
こ
し

て
い
る
と
「
写
真
を
き
れ
い
に
撮
る
に
は

角
度
や
光
だ
け
で
な
く
、
撮
る
物
の
気
持

ち
を
考
え
る
事
も
大
事
だ
よ
。
富
士
山
な

ら
も
っ
と
多
く
の
人
に
富
士
山
の
き
れ
い

さ
を
知
っ
て
ほ
し
い
、
と
か
考
え
て
る
ん

じ
ゃ
な
い
？
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ
ま

し
た
。
富
士
山
の
気
持
ち
が
伝
わ
る
よ
う

な
写
真
を
撮
れ
る
よ
う
、
私
も
な
り
た
い

で
す
。

　
私
に
は
三
つ
年
上
の
兄
が
い
る
。
兄
は

動
画
を
見
た
り
、
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
す
る

の
が
好
き
な
イ
ン
ド
ア
派
で
話
す
こ
と
も

あ
ま
り
な
い
、
い
わ
ゆ
る
陰
キ
ャ
だ
。
そ

の
兄
が
何
と
富
士
山
へ
の
登
頂
に
三
度
も

成
功
し
て
い
る
。
一
歩
ず
つ
足
を
前
に
運

び
黙
々
と
歩
く
の
は
面
白
い
と
言
う
。
一

度
目
は
小
六
の
卒
業
記
念
に
、
二
度
目
は

中
三
。
同
じ
年
、
少
し
前
に
山
頂
で
合
格

祈
願
を
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
私
は
、
高
山

病
で
泣
く
泣
く
下
山
。
そ
れ
を
知
っ
た
兄

が
、
私
の
分
ま
で
お
参
り
す
る
と
言
っ
て

出
掛
け
、
奥
宮
の
お
守
り
を
私
に
手
渡
し

て
く
れ
た
。
兄
の
思
い
が
詰
ま
っ
た
お
守

り
は
私
の
宝
物
に
な
っ
た
。
ご
来
光
を
拝

ん
だ
時
、
不
思
議
な
力
が
湧
い
て
き
た
と

語
っ
て
く
れ
た
兄
。
一
度
や
る
と
決
め
た

ら
最
後
ま
で
必
ず
や
り
遂
げ
る
兄
の
心
の

強
さ
を
知
っ
た
夏
だ
っ
た
。
果
て
し
な
く

続
く
よ
う
に
思
え
る
道
も
、
岩
や
土
を
踏

み
し
め
進
め
ば
ゴ
ー
ル
に
た
ど
り
着
く
こ

と
が
で
き
る
、
そ
う
兄
と
富
士
山
が
教
え

て
く
れ
た
。
今
年
の
夏
、
合
格
の
お
礼
参

り
に
三
度
目
の
富
士
登
山
に
向
か
っ
た

兄
。陰
キ
ャ
は
取
り
消
し
！
あ
り
が
と
う
。
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静
岡
県
富
士
見
中
学
校

静
岡
県
富
士
見
中
学
校

富
士
宮
市
立
富
士
宮
第
三
中
学
校

小
泉
　
明
莉

長
澤
　
悠
翔

三
上
　
橙
希

　
私
の
家
の
窓
か
ら
は
富
士
山
が
見
え

る
。
私
は
そ
の
富
士
山
に
い
つ
も
⽀
え
ら

れ
て
き
た
。
私
は
去
年
中
学
受
験
を
し

た
。
受
か
る
か
受
か
ら
な
い
か
で
未
来
は

全
て
変
わ
っ
て
し
ま
う
。
受
験
の
た
め

勉
強
ば
か
り
の
日
々
だ
っ
た
。
し
か
し

努
力
を
し
て
も
報
わ
れ
な
い
気
が
し
て

な
ら
な
か
っ
た
。
毎
日
が
不
安
で
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
に
押
し
潰
さ
れ
そ
う
な
時
、
⺟

が
私
に
こ
う
言
っ
た
。「
そ
ん
な
に
怖
が

ら
な
く
て
も
大
丈
夫
。
明
莉
の
頑
張
り

を
ず
っ
と
見
て
き
た
私
が
言
う
の
だ
か

ら
信
じ
て
。
大
丈
夫
だ
よ
。」
そ
の
時
窓

か
ら
見
え
た
富
士
山
は
い
つ
も
と
違
っ

て
大
き
く
て
、
綺
麗
で
、
頼
も
し
か
っ
た
。

富
士
山
は
見
る
人
の
気
持
ち
で
こ
ん
な

に
変
わ
る
の
か
と
思
っ
た
。
⺟
の
応
援
と

窓
か
ら
見
え
る
富
士
山
を
味
方
に
つ
け
、

コ
ツ
コ
ツ
勉
強
し
た
。
自
信
も
つ
い
た
。

受
験
に
も
無
事
合
格
し
て
楽
し
い
中
学

生
活
を
送
っ
て
い
る
。
富
士
山
は
姿
だ
け

で
人
々
を
明
る
く
さ
せ
る
魔
法
を
持
っ

て
い
る
。
私
は
こ
れ
か
ら
も
そ
の
魔
法

に
た
く
さ
ん
助
け
ら
れ
て
生
き
て
い
く

の
だ
ろ
う
。

　
夏
休
み
に
、
⺟
が
大
噴
火
し
た
。
今
ま

で
に
な
い
激
し
い
噴
火
だ
。
被
害
は
ス
マ

ホ
の
没
収
。
ゲ
ー
ム
機
二
台
と
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ

が
壊
滅
状
態
。
僕
は
何
も
し
て
い
な
い
の

に
と
怒
り
た
い
が
、
本
当
に
何
も
せ
ず
に

ゲ
ー
ム
ば
か
り
し
た
結
果
だ
。
悔
し
く
て

自
分
も
爆
発
。
家
を
飛
び
出
し
た
。
小
さ

い
頃
遊
ん
だ
公
園
に
は
誰
も
い
な
く
て
、

ブ
ラ
ン
コ
を
思
い
き
り
こ
い
だ
。
薄
暗
い

空
に
富
士
山
。
富
士
山
も
蹴
り
飛
ば
し
た

い
気
分
で
高
く
高
く
こ
い
だ
。
文
句
を
言

い
な
が
ら
こ
ぐ
う
ち
に
少
し
ず
つ
落
ち
着

い
た
。
何
を
や
っ
て
い
る
ん
だ
と
バ
カ
ら

し
く
な
っ
た
。
家
に
戻
り
、
久
し
振
り
に

勉
強
し
た
。
現
実
の
世
界
に
よ
う
や
く
戻

れ
た
気
が
し
た
。
課
題
を
終
え
た
時
の
す

が
す
が
し
さ
は
予
想
外
の
気
持
ち
よ
さ

だ
っ
た
。

　
物
に
も
人
に
も
心
が
あ
る
。
自
分
の
心

の
弱
さ
で
こ
れ
以
上
の
犠
牲
は
出
さ
な

い
。
防
げ
る
噴
火
は
自
分
の
意
思
で
防

ぐ
！
立
ち
直
る
き
っ
か
け
を
く
れ
た
富
士

山
へ
、
怒
り
を
受
け
と
め
て
く
れ
て
あ
り

が
と
う
。

　「
富
士
に
学
べ
」

こ
れ
は
、
ぼ
く
が
通
う
富
士
宮
第
三
中
学

校
の
校
訓
で
す
。
ぼ
く
た
ち
の
目
指
す
べ

き
姿
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
富
士
山

は
、
見
る
た
び
に
理
想
や
目
標
を
与
え
て

く
れ
ま
す
。
多
く
の
こ
と
を
学
び
続
け
る

ぼ
く
た
ち
に
と
っ
て
、
富
士
山
と
学
校
は

と
て
も
深
い
関
係
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

富
士
山
の
存
在
感
は
圧
倒
的
で
、
そ
の
大

き
さ
か
ら
は
尊
敬
や
教
え
を
感
じ
さ
せ
て

く
れ
、
学
校
も
同
じ
よ
う
な
存
在
だ
か
ら

で
す
。

　
ぼ
く
は
毎
朝
、
通
学
路
か
ら
雄
大
な
富

士
山
を
な
が
め
て
い
ま
す
。
ど
っ
し
り
と

そ
び
え
立
つ
富
士
山
の
姿
を
見
習
い
、
そ

の
日
の
目
標
を
決
め
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
勉
強
や
部
活
を
全
力
で
が
ん
ば
る
こ

と
、
委
員
会
の
仕
事
を
し
っ
か
り
や
る
こ

と
、
友
達
の
よ
い
と
こ
ろ
を
見
つ
け
る
こ

と
な
ど
、
富
士
山
か
ら
思
い
う
か
ぶ
こ
と

が
た
く
さ
ん
出
て
き
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

富
士
山
を
仰
ぎ
見
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も

希
望
を
胸
に
学
校
生
活
を
送
り
た
い
で

す
。
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富
士
宮
市
立
富
士
宮
第
三
中
学
校

富
士
宮
市
立
富
士
宮
第
四
中
学
校

富
士
宮
市
立
富
士
宮
第
四
中
学
校

村
田
　
絢
香

望
月
　
蒼
太

藤
田
　
拓
斗

　「
中
学
生
活
不
安
だ
な
。」
四
月
期
待
や

不
安
を
胸
に
中
学
校
に
入
学
し
た
。
私

は
初
め
て
会
う
子
と
仲
良
く
で
き
る
の

か
と
て
も
不
安
だ
っ
た
。
そ
ん
な
と
き

に
見
た
富
士
山
は
、
桜
と
映
え
て
い
て

と
て
も
き
れ
い
だ
っ
た
。
で
も
、
富
士

山
は
桜
に
か
く
れ
て
い
て
本
当
の
富
士

山
が
出
せ
て
い
な
い
と
思
っ
た
。
私
は

そ
の
こ
ろ
ク
ラ
ス
の
子
に
話
し
か
け
ら

れ
ず
に
い
た
た
め
、
富
士
山
と
私
は
同

じ
だ
と
思
っ
た
。

　
五
月
に
な
る
と
、
富
士
山
の
前
に
あ
っ

た
桜
の
花
び
ら
も
散
っ
て
き
て
い
た
。
そ

れ
と
同
じ
よ
う
に
ク
ラ
ス
の
子
に
心
を

開
け
て
き
て
い
た
。
次
第
に
友
達
も
で

き
て
い
く
こ
と
が
で
き
た
。

　
六
月
、
そ
の
桜
は
き
れ
い
な
青
々
と

し
た
葉
が
茂
っ
て
い
た
。
そ
ん
な
富
士

山
は
さ
わ
や
か
で
凛
々
し
か
っ
た
。
私

も
中
学
生
の
自
覚
を
持
ち
、
前
を
向
く

こ
と
が
で
き
た
。

　
私
は
、
私
と
富
士
山
と
を
重
ね
て
み

て
い
た
。
そ
し
て
富
士
山
に
は
げ
ま
さ

れ
て
い
た
と
思
う
。
こ
れ
か
ら
も
富
士

山
と
一
緒
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

　
ぼ
く
の
お
父
さ
ん
は
、
ト
ラ
ッ
ク
で
い

ろ
い
ろ
な
場
所
に
行
っ
て
薬
な
ど
の
に
物

を
運
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
仕
事
は
、
県
外

に
も
行
く
の
で
、
運
転
中
や
休
け
い
中
に

き
れ
い
な
け
し
き
が
見
え
る
と
思
う
し
、

お
い
し
い
ご
は
ん
が
た
く
さ
ん
食
べ
ら
れ

る
と
思
う
の
で
と
て
も
う
ら
や
ま
し
い
で

す
。
で
す
が
、
遠
く
に
行
く
日
は
、
夜
お

そ
く
に
家
を
出
て
行
っ
て
し
ま
う
の
で
、

睡
眠
が
充
分
に
と
れ
な
い
日
が
多
分
あ
り

ま
す
。
だ
か
ら
、
そ
の
せ
い
で
け
が
を
し

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
一
年
に
一

度
ぐ
ら
い
の
ひ
ん
度
で
大
き
な
け
が
を
、

お
父
さ
ん
は
負
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

富
士
山
に
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。
ぼ
く
の

お
父
さ
ん
を
見
守
っ
て
い
て
あ
げ
て
く
だ

さ
い
。
ぼ
く
は
、
い
つ
も
学
校
に
行
っ
て

い
る
の
で
家
を
出
る
前
日
な
ど
に
「
仕
事

が
ん
ば
っ
て
ね
。」
ぐ
ら
い
し
か
声
を
か

け
ら
れ
ま
せ
ん
。
で
す
が
、
富
士
山
は
と

て
も
大
き
い
の
で
ど
こ
に
行
っ
て
も
見
え

る
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
お
父
さ
ん
が

安
全
に
仕
事
に
行
っ
て
帰
っ
て
こ
れ
る
よ

う
に
見
守
っ
て
い
て
く
だ
さ
い
。

　
ぼ
く
に
は
俳
句
と
い
う
も
の
に
コ
ン
プ

レ
ッ
ク
ス
を
も
っ
て
い
た
。
小
学
校
の
こ

ろ
、
学
校
の
宿
題
で
、『
ふ
も
と
』
に
送

る
俳
句
を
つ
く
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ぼ
く

は
考
え
て
考
え
て
今
ま
で
一
番
自
信
の
あ

る
作
品
が
で
き
た
。
お
父
さ
ん
に
見
せ
る

と
少
し
表
現
を
か
え
ら
れ
た
。
先
生
に
提

出
す
る
と
ま
た
少
し
全
体
的
に
ま
と
め
ら

れ
た
。
結
果
的
に
ぼ
く
の
表
現
は
五
七
五

の
五
ぐ
ら
い
し
か
残
ら
な
か
っ
た
。
一
ヶ

月
後
ぐ
ら
い
に
ふ
も
と
が
く
ば
ら
れ
る
と

ぼ
く
に
み
ん
な
か
ら
「
す
ご
い
」
と
い
う

声
が
ひ
び
い
た
。
ぼ
く
の
作
品
が
載
っ
て

い
た
の
だ
。
で
も
ぼ
く
は
逆
に
悔
し
か
っ

た
。
み
ん
な
の
ほ
め
言
葉
が
く
る
た
び
に

自
分
の
表
現
の
す
く
な
さ
が
な
さ
け
な
く

て
と
に
か
く
悔
し
か
っ
た
。
そ
の
後
、
俳

句
が
に
が
て
に
な
っ
た
。
あ
る
と
き
『
富

士
山
を
詠
む
俳
句
』
と
い
う
も
の
を
や
る

こ
と
に
な
っ
た
。
い
つ
も
は
に
が
て
な
俳

句
が
こ
れ
だ
け
は
富
士
山
へ
の
思
い
が
あ

ふ
れ
て
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。
で
き
た
作

品
は
自
分
の
力
だ
け
で
載
る
こ
と
が
で
き

た
。
み
ん
な
の
声
も
う
れ
し
く
感
じ
た
。

今
で
は
俳
句
が
す
き
だ
。
あ
り
が
と
う
富

士
山
。
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●

●
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富
士
宮
市
立
大
富
士
中
学
校

富
士
宮
市
立
大
富
士
中
学
校

富
士
宮
市
立
大
富
士
中
学
校

清
水
あ
か
り

清
　
実
海

井
上
　
煌
太

　
私
は
毎
日
、
富
士
山
を
見
る
。
学
校

か
ら
帰
っ
て
く
る
と
き
は
、
い
つ
も
上

り
坂
。
富
士
山
を
眺
め
な
が
ら
、
富
士

山
に
向
か
っ
て
登
っ
て
い
く
。
富
士
山

に
か
か
っ
た
か
さ
雲
を
見
て
、
傘
を
持
っ

て
い
か
な
く
て
は
と
思
う
。
こ
ん
な
日
々

を
、
も
う
数
え
切
れ
な
い
く
ら
い
繰
り

返
し
て
き
た
。
し
か
し
、
富
士
山
を
見
飽

き
る
こ
と
は
な
い
。
富
士
山
を
見
る
た

び
に
、「
き
れ
い
だ
な
」
と
漠
然
と
思
う
。

私
は
小
学
生
、
中
学
生
と
年
を
重
ね
て
い

く
。
周
り
の
景
色
も
、
少
し
ず
つ
変
わ
っ

て
き
て
い
る
。
世
界
で
は
、
病
気
が
流

行
し
た
り
、
自
然
災
害
が
起
き
た
り
、
戦

争
で
国
が
変
わ
り
果
て
て
し
ま
っ
た
り

し
て
い
る
。
そ
ん
な
中
で
も
、
富
士
山

だ
け
は
ず
っ
と
変
わ
ら
な
い
。
は
る
か

昔
か
ら
、
平
然
と
立
ち
、
私
た
ち
を
見

守
っ
て
い
る
。
変
化
が
激
し
い
世
の
中

で
、
変
わ
ら
な
い
美
し
さ
を
放
つ
富
士

山
に
、
私
は
ほ
っ
と
す
る
。
感
情
が
揺

れ
動
く
時
も
、
富
士
山
を
見
て
、
平
常

心
を
取
り
戻
す
。
富
士
山
は
、
私
に
と
っ

て
の
原
点
だ
。
だ
か
ら
、
こ
の
先
、
様
々

な
経
験
を
し
て
変
化
す
る
人
生
の
中
で

も
、
こ
の
富
士
山
を
大
切
に
し
た
い
。

　
私
の
お
⺟
さ
ん
は
イ
オ
ン
の
眼
鏡
屋
で

働
い
て
い
ま
す
。
い
つ
も
笑
顔
で
楽
し
そ

う
に
接
客
し
て
い
て
と
て
も
凄
い
で
す
。

そ
ん
な
お
⺟
さ
ん
は
仕
事
終
わ
り
に
富
士

山
の
写
真
を
送
っ
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
富
士
山
は
赤
か
っ
た
り
、
雲
が

か
か
っ
て
い
た
り
と
種
類
は
そ
れ
ぞ
れ
で

す
。
家
に
帰
っ
て
き
て
か
ら
も
「
今
日
の

富
士
山
す
ご
い
ね
」と
話
し
て
く
れ
ま
す
。

私
の
お
⺟
さ
ん
は
生
ま
れ
て
か
ら
ず
っ
と

富
士
山
を
見
て
き
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
私

に
よ
く
「
富
士
山
は
私
達
を
見
守
っ
て
く

れ
て
い
る
か
ら
こ
こ
は
安
全
な
ん
だ
よ
。

不
思
議
な
力
が
あ
る
ん
だ
よ
。」
と
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
不
思
議
な
力
に
は

見
る
と
元
気
を
く
れ
た
り
、
悩
み
や
悲
し

み
を
取
り
除
い
て
く
れ
る
力
も
あ
る
と

言
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
私
は
嫌
な
事
や

悲
し
い
事
が
あ
っ
て
も
富
士
山
を
見
る
よ

う
に
し
て
い
る
か
ら
ず
っ
と
い
い
気
分
で

い
ら
れ
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
思
う

と
富
士
山
は
人
々
を
癒
し
て
く
れ
る
す
ご

い
存
在
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
富
士
山
の

力
の
あ
り
が
た
み
を
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と

伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。

　
小
学
校
低
学
年
の
頃
、
富
士
山
に
笠
雲

が
で
き
て
い
て
、
雲
の
こ
と
を
親
の
ス
マ

ホ
を
使
い
、
慣
れ
な
い
手
つ
き
で
一
生
懸

命
調
べ
た
。
雲
の
形
は
天
気
が
関
わ
る
こ

と
を
知
り
、
そ
こ
か
ら
更
に
興
味
が
で
て

き
て
天
気
に
つ
い
て
も
調
べ
て
沢
山
の
知

識
を
得
た
。初
め
て
調
べ
事
を
し
た
か
ら
、

親
に
褒
め
ら
れ
て
嬉
し
か
っ
た
の
を
覚
え

て
い
る
。
こ
れ
が
自
分
か
ら
進
ん
で
や
る

初
め
て
の
調
べ
学
習
だ
っ
た
。
小
学
校
高

学
年
の
頃
、「
富
士
山
が
噴
火
す
る
可
能

性
が
高
ま
り
、
い
つ
噴
火
し
て
も
お
か
し

く
な
い
」
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
見
た
の
を

覚
え
て
い
る
。
い
つ
噴
火
す
る
か
わ
か
ら

な
い
中
の
富
士
宮
は
住
ん
で
い
る
だ
け
で

と
て
も
怖
い
。
だ
か
ら
自
分
の
ス
マ
ホ
で

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
を
使
い
、
災
害
に

つ
い
て
調
べ
、
様
々
な
知
識
を
得
た
。
こ

れ
か
ら
一
生
自
分
の
身
を
守
っ
て
い
く
た

め
に
必
要
な
大
切
な
知
識
を
得
た
。
僕
は

富
士
山
か
ら
「
自
分
で
調
べ
る
」
こ
と
を

教
え
て
も
ら
っ
た
。
小
さ
な
知
識
か
ら
防

災
な
ど
の
生
活
に
役
立
つ
情
報
ま
で
も
。

こ
れ
か
ら
も
富
士
山
か
ら
い
ろ
ん
な
こ
と

を
学
ん
で
い
こ
う
と
思
う
。
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富
士
宮
市
立
富
士
根
北
中
学
校

富
士
宮
市
立
富
士
根
北
中
学
校

中
風
莉
緒
那

簑
田
　
咲
良

　
私
は
中
学
三
年
生
に
な
り
ま
し
た
。

　
部
長
に
な
っ
た
と
き
は
「
こ
れ
か
ら

私
が
こ
の
部
活
を
ま
と
め
て
い
く
ん
だ
。

気
を
引
き
締
め
な
け
れ
ば
。」
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
私
の
中
の
部
長
は
、
要
領

が
良
く
て
何
で
も
で
き
て
後
輩
か
ら
慕

わ
れ
る
存
在
で
し
た
。
き
っ
と
私
は
そ

う
い
う
部
長
に
な
れ
る
。
ど
こ
か
ら
湧

い
て
く
る
の
か
わ
か
ら
な
い
自
信
を
頼

り
に
新
体
制
の
部
活
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
は
じ
め
は
順
調
に
自
信
を
も
っ
て

仕
事
を
こ
な
せ
て
い
た
の
で
す
が
、
部

活
内
で
の
人
間
関
係
、
自
分
の
実
力
の

無
さ
に
何
度
も
心
が
折
れ
そ
う
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き
に
、
部
活

か
ら
帰
る
道
で
と
て
も
神
秘
的
な
富
士

山
を
見
ま
し
た
。
青
い
空
に
オ
レ
ン
ジ

が
か
っ
た
空
の
色
と
薄
明
光
線
に
よ
っ

て
主
役
の
よ
う
に
堂
々
と
し
て
い
る
富

士
山
に
、「
大
丈
夫
。
あ
な
た
な
ら
で
き

る
よ
。」
と
応
援
さ
れ
た
気
分
に
な
っ
て
、

言
葉
に
表
せ
な
い
感
情
が
湧
き
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
私
は
悩
み
事
が
あ
っ
た
ら

ぼ
ー
っ
と
富
士
山
を
眺
め
て
い
ま
す
。
あ

の
日
か
ら
富
士
山
は
私
に
と
っ
て
大
事

な
相
談
相
手
で
す
。

　
私
の
家
の
窓
か
ら
は
富
士
山
が
見
え

る
。
ず
っ
と
そ
こ
に
あ
る
か
ら
、
当
た
り

前
の
よ
う
に
思
っ
て
い
た
。

　
あ
る
時
、
富
士
山
の
見
え
な
い
地
域
を

訪
れ
た
。
当
た
り
前
だ
が
辺
り
を
見
回
し

て
も
富
士
山
の
シ
ル
エ
ッ
ト
は
無
く
、
不

安
さ
え
感
じ
た
。
そ
の
時
私
は
ふ
と
、
富

士
山
が
無
い
日
々
を
想
像
し
て
み
た
。
富

士
山
が
無
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
部
活
で
き

つ
い
練
習
に
耐
え
た
後
、
富
士
山
を
見
て

安
心
し
た
あ
の
帰
り
道
も
、
富
士
山
を
見

て
家
族
と
笑
っ
た
あ
の
時
間
も
、
富
士
山

を
誇
ら
し
く
思
え
た
あ
の
気
持
ち
も
、
全

て
が
無
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
ず
っ
と
そ

こ
に
あ
る
か
ら
気
づ
か
な
か
っ
た
け
れ

ど
、
私
は
ど
こ
か
で
富
士
山
に
⽀
え
て
も

ら
っ
て
い
た
。

　
き
っ
と
私
は
想
像
し
て
い
な
か
っ
た

ら
、
こ
の
事
に
気
づ
け
て
い
な
か
っ
た
だ

ろ
う
。
そ
れ
は
普
段
の
生
活
で
も
言
え
る

事
だ
。
当
た
り
前
を
当
た
り
前
と
思
わ
ず

感
謝
し
な
が
ら
生
活
し
て
い
き
た
い
。

　
そ
し
て
、
こ
の
事
に
気
づ
か
せ
て
く
れ

た
富
士
山
に
も
と
び
き
り
の
感
謝
を
送
り

た
い
。



68

田
中　
　

護　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
東
小
学
校

三
上　

琴
⽻　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
西
小
学
校

芦
澤　

諒
俄　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
上
井
出
小
学
校

佐
野　

⼼
咲　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
上
井
出
小
学
校

秋
山　

葉
奈　
　

富
士
市
・
富
士
市
立
大
淵
第
一
小
学
校

大
村　

絢
都　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
士
見
小
学
校

望
⽉　
　

純　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
士
見
小
学
校

松
本
涼
之
介　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
士
見
小
学
校

稲
葉　

健
太　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
丘
小
学
校

田
中　

菜
⽻　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
丘
小
学
校

塩
沢　

紬
貴　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
丘
小
学
校

福
島　

鈴
梛　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

⽮
部　

紗
雪　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

中
野　

蒼
大　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

大
槻　

花
華　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

小
林　

結
優　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

小
林　

涼
春　
　

富
士
市
・
富
士
市
立
富
士
川
第
二
小
学
校

渡
邊　

翔
⽃　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
芝
富
小
学
校

大
塩　

怜
央　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
北
山
小
学
校

小
岩　

蒼
大　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
大
富
士
小
学
校

望
⽉　
　

凛　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
大
富
士
小
学
校

佐
野
⽇
葵
梨　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
士
根
北
小
学
校

藤
田　
　

桜　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
大
宮
小
学
校

田
村　

湧
士　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
白
糸
小
学
校

瀧
田　

理
一　
　

千
葉
県
鎌
ケ
谷
市
・
鎌
ケ
谷
市
立
中
部
小
学
校

⾚
池
蒼
一
郎　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
山
宮
小
学
校

井
出
陽
南
乃　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
大
富
士
小
学
校

藤
田　
　

司　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
大
宮
小
学
校

荻
野
瑠
々
花　
　

富
士
市
・
富
士
市
立
大
淵
第
一
小
学
校

芦
澤　

結
⾳　
　

富
士
市
・
富
士
市
立
大
淵
第
一
小
学
校

中
村　

琉
聖　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
東
小
学
校

⽯
上　

⼼
菜　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
東
小
学
校

鈴
⽊　

琳
子　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
上
野
小
学
校

佐
野　

甲
緯　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

福
井　

碧
⼼　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

渡
邉　

颯
⾺　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

遠
藤　

美
⾥　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

堤　
　

柊
真　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

櫻
井　

⾳
夢　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

小
尾　

海
翔　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

堤　
　

悠
真　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

下
園　
　

慶　
　

富
士
市
・
富
士
市
立
丘
小
学
校

大
⽵　

乃
愛　
　

富
士
市
・
富
士
市
立
丘
小
学
校

佐
野　

⼼
映　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
芝
富
小
学
校

大
⽯　

夏
輝　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
上
井
出
小
学
校

谷
⼝　

蓮
恩　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
大
宮
小
学
校

安
中
万
治
朗　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
人
穴
小
学
校

山
田　

悠
琳　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
白
糸
小
学
校

令
和
六
年
度（
第
二
十
九
回
）
　
富
士
山
へ
の
手
紙
・
絵
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

「
手
紙
」
部
門

■
小
学
生
低
学
年
の
部

■
小
学
生
高
学
年
の
部

最
優
秀
賞

優
秀
賞

佳
　
　
作

最
優
秀
賞

優
秀
賞

佳
　
　
作



69

三
ツ
谷
悠
士　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
士
宮
第
四
中
学
校

遠
藤　
　

陸　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
西
富
士
中
学
校

加
藤　

清
和　
　

富
士
市
・
静
岡
県
富
士
見
中
学
校

仲
澤
瑚
都
那　
　

富
士
市
・
静
岡
県
富
士
見
中
学
校

辻
村
帆
乃
伽　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
芝
川
中
学
校

三
⽊　

萌
那　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
芝
川
中
学
校

佐
野　

蒼
⽻　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
西
富
士
中
学
校

安
藤　

煌
時　
　

富
士
市
・
富
士
市
立
元
吉
原
中
学
校

久
保
田
加
緒　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
士
宮
第
二
中
学
校

鈴
⽊　

葉
太　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
士
宮
第
二
中
学
校

本
田　

穂
華　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
士
宮
第
二
中
学
校

澤
畑
こ
こ
ろ　
　

富
士
市
・
静
岡
県
富
士
見
中
学
校

岡
本　

愛
⽣　
　

富
士
市
・
静
岡
県
富
士
見
中
学
校

小
泉　

明
莉　
　

富
士
市
・
静
岡
県
富
士
見
中
学
校

⻑
澤　

悠
翔　
　

富
士
市
・
静
岡
県
富
士
見
中
学
校

三
上　

橙
希　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
士
宮
第
三
中
学
校

村
田　

絢
⾹　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
士
宮
第
三
中
学
校

望
⽉　

蒼
太　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
士
宮
第
四
中
学
校

藤
田　

拓
⽃　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
士
宮
第
四
中
学
校

清
⽔
あ
か
り　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
大
富
士
中
学
校

清　
　

実
海　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
大
富
士
中
学
校

井
上　

煌
太　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
大
富
士
中
学
校

中
⾵
莉
緒
那　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
士
根
北
中
学
校

簑
田　

咲
良　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
士
根
北
中
学
校

大
塚　

遥
⾹　
　

東
京
都
八
王
子
市

■
中
学
生
の
部

■
高
校
生
・
成
人
の
部

最
優
秀
賞

優
秀
賞

佳
　
　
作

最
優
秀
賞
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令
和
六
年
度
（
第
二
十
九
回
）
　
富
士
山
へ
の
手
紙
・
絵
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

「
絵
」
部
門

■
小
学
生
低
学
年
の
部

最
優
秀
賞

優
秀
賞

佳
　
　
作

■
幼
児
の
部

最
優
秀
賞

優
秀
賞

佳
　
　
作

奥
田　

碧
人　
　

富
士
宮
市
・
21
世
紀
ア
ー
ト
ス
タ
ジ
オ

小
林　

そ
ら　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
大
宮
保
育
園

外
山
あ
す
花　
　

富
士
宮
市
・
富
丘
こ
ど
も
園

村
尾　

拓
真　
　

愛
知
県
知
多
郡
・
だ
れ
で
も
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ

笠
井
陽
那
実　
　

富
士
市
・
富
士
市
立
岩
松
幼
稚
園

林　
　

知
奈　
　

富
士
市
・
富
士
市
立
岩
松
幼
稚
園

劉　
　

⼼
暖　
　

神
奈
川
県
海
⽼
名
市
・
ア
ト
リ
エ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ｏ

Landgraf May Lin　
　

神
奈
川
県
海
⽼
名
市
・
ア
ト
リ
エ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ｏ

河
合　

奏
歩　
　

富
士
市
・
吉
原
聖
⺟
幼
稚
園

池
田　
　

遼　
　

富
士
市
・
吉
原
聖
⺟
幼
稚
園

⽵
内　

依
真　
　

愛
知
県
名
古
屋
市
・
愛
英
西
山
幼
稚
園

渡
邉　

康
太　
　

富
士
宮
市
・
⿊
田
幼
稚
園

佐
野
孝
太
朗　
　

富
士
宮
市
・
ふ
じ
キ
ン
ダ
ー
学
園

重
田
依
知
花　
　

富
士
宮
市
・
上
野
幼
稚
園

遠
藤　

楓
奈　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
明
星
保
育
園

佐
々
⽊
蒼
汰　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
大
宮
保
育
園

堀
田　

⿓
愛　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
山
宮
保
育
園

⿊
澤　

秀
哉　
　

富
士
市
・
富
士
リ
ズ
ム
幼
稚
園

荒
⾦　
　

栞　
　

富
士
宮
市
・
富
丘
こ
ど
も
園

和
田　

侑
河　
　

富
士
宮
市
・
富
丘
こ
ど
も
園

田
代　

陽
毬　
　

富
士
宮
市
・
富
丘
こ
ど
も
園

南　

い
ろ
り　
　

愛
知
県
知
多
郡
・
だ
れ
で
も
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ

榊
原　

に
こ　
　

愛
知
県
知
多
郡
・
だ
れ
で
も
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ

岩
﨑　

圭
浪　
　

愛
知
県
知
多
郡
・
だ
れ
で
も
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ

永
井　

陽
基　
　

愛
知
県
知
多
郡
・
だ
れ
で
も
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ

渡
邉　
　

颯　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

新
家
み
の
り　
　

御
殿
場
市
・
ア
ー
ト
ス
ク
ー
ル
ソ
フ
ィ
ア
御
殿
場

重
田　

快
⽃　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
上
野
小
学
校

櫻
井　

玲
來　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

肥
田　

悠
暖　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

久
保
田
桃
那　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

皆
川　

陽
優　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

野
﨑　

⼼
乃　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
士
見
小
学
校

佐
野　

⼼
乃　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
大
富
士
小
学
校

⾨
西　

菜
七　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
東
小
学
校

後
藤
ひ
ま
り　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
貴
船
小
学
校

望
⽉　

愛
希　
　

富
士
市
・
富
士
市
立
岩
松
小
学
校

平
野　

颯
大　
　

富
士
市
・
富
士
市
立
岩
松
小
学
校

深
萱
美
桜
季　
　

岐
⾩
県
土
岐
市
・
土
岐
市
立
土
岐
津
小
学
校

中
根　

光
翼　
　

愛
知
県
名
古
屋
市
・
ア
ト
リ
エ
と
ま
る

春
⽇
井　

蘭　
　

愛
知
県
名
古
屋
市
・
ア
ト
リ
エ
と
ま
る

⾓
田　

燎
哉　
　

愛
知
県
知
多
郡
・
だ
れ
で
も
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ

信
田　

美
緒　
　

愛
知
県
知
多
郡
・
だ
れ
で
も
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ

榊
原　

優
彩　
　

愛
知
県
知
多
郡
・
だ
れ
で
も
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ

⽵
内　

悠
乃　
　

愛
知
県
知
多
郡
・
だ
れ
で
も
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ

村
井　

⾥
帆　
　

愛
知
県
知
多
郡
・
だ
れ
で
も
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ

村
尾　

実
咲　
　

愛
知
県
知
多
郡
・
だ
れ
で
も
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ

村
松　

奈
海　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
丘
小
学
校



71

■
中
学
生
の
部

最
優
秀
賞

優
秀
賞

佳
　
　
作

■
小
学
生
高
学
年
の
部

最
優
秀
賞

優
秀
賞

佳
　
　
作

小
尾　

海
翔　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

堀
内　
　

葵　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

小
林　

あ
お　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
大
宮
小
学
校

鈴
⽊　

志
乃　
　

御
殿
場
市
・
ア
ー
ト
ス
ク
ー
ル
ソ
フ
ィ
ア
御
殿
場

福
海　

博
⽇　
　

兵
庫
県
明
⽯
市
・
須
磨
浦
小
学
校

遠
藤　

美
⾥　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

若
山　

笑
万　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

⾚
池　

花
⾳　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

井
芹　

優
那　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

⻑
澤　

伊
吹　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

佐
野　

聖
梛　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

⻑
澤　

侑
吾　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

渡
邉　
　

薫　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

渡
邉　

結
士　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

深
澤　

杏
南　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

加
茂　

侑
莉　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
北
山
小
学
校

大
嶽　
　

杏　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
士
根
北
小
学
校

望
⽉　
　

昊　
　

富
士
市
・
富
士
市
立
岩
松
小
学
校

半
澤　

理
早　
　

富
士
市
・
富
士
市
立
中
央
小
学
校

中
島
佳
邦
子　
　

富
士
市
・
富
士
市
立
吉
原
小
学
校

⽊
下　

剣
人　
　

富
士
市
・
富
士
市
立
吉
原
小
学
校

今
井　

凜
　々
　

愛
知
県
知
多
郡
・
だ
れ
で
も
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ

後
藤　

咲
来　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
丘
小
学
校

⽯
川　

真
⻁　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
丘
小
学
校

千
須
和
建
伍　
　

富
士
市
・
富
士
市
立
富
士
中
学
校

好
田　

悠
奈　
　

富
士
市
・
富
士
市
立
吉
原
第
一
中
学
校

後
藤　

優
奈　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
士
根
南
中
学
校

飯
塚　

杏
⾥　
　

富
士
宮
市
・
星
陵
中
学
校

⾙
増　

釉
久　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
大
富
士
中
学
校

篠
原　

⾢
綾　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
大
富
士
中
学
校

鶴
見
槙
次
郎　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
柚
野
中
学
校

芹
澤　

結
⾐　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
柚
野
中
学
校

御
宿　

⽻
詩　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
上
野
中
学
校

中
野　
　

栞　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
芝
川
中
学
校

伊
藤　

嘉
記　
　

富
士
市
・
富
士
市
立
吉
原
第
一
中
学
校

中
⽮　

小
遥　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
西
富
士
中
学
校

千
葉　

祐
弥　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
北
山
中
学
校

池
野
倫
太
朗　
　

富
士
宮
市
・
星
陵
中
学
校

佐
野
百
々
華　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
士
根
北
中
学
校

神
⼾　

蒼
空　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
士
根
北
中
学
校

細
野　

美
宙　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
士
根
北
中
学
校

浅
野
ほ
の
美　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
士
根
北
中
学
校

椎
野
未
彩
季　
　

愛
知
県
知
多
郡
・
だ
れ
で
も
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ

近
藤　

有
⽮　
　

茨
城
県
つ
く
ば
市
・
つ
く
ば
市
立
⽮
田
部
東
中
学
校

望
⽉　

奏
⾥　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
士
宮
第
二
中
学
校

芹
澤　

夢
⾹　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
士
宮
第
二
中
学
校

富
岡　

愛
依　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
士
宮
第
一
中
学
校

持
田　

和
⾹　
　

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
士
宮
第
一
中
学
校
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■
高
校
生
・
成
人
の
部

最
優
秀
賞

優
秀
賞

佳
　
　
作

⽯
川　

邦
彦　
　

富
士
市

大
倉　

正
次　
　

富
士
市

望
⽉　

史
苗　
　

富
士
市

岩
田　

亜
子　
　

愛
知
県
知
多
郡
・
だ
れ
で
も
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ

野
中　

良
美　
　

沼
津
市

奥
田　
　

旭　
　

東
京
都
葛
飾
区

松
田
ゆ
か
り　
　

富
士
市

原　

沙
津
貴　
　

神
奈
川
県
海
⽼
名
市
・
ア
ト
リ
エ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ｏ

稲
垣　

利
章　
　

千
葉
県
佐
倉
市

Morimoto Fernando Hiroaki　
　

富
士
宮
市
・
静
岡
県
立
富
岳
館
⾼
等
学
校

大
村　

夏
輝　
　

富
士
宮
市
・
静
岡
県
立
富
岳
館
⾼
等
学
校

神
田　

そ
ら　
　

富
士
宮
市
・
静
岡
県
立
富
岳
館
⾼
等
学
校

深
澤　

莉
央　
　

富
士
宮
市
・
静
岡
県
立
富
岳
館
⾼
等
学
校

髙
橋　

奈
美　
　

富
士
宮
市

⽠
ヶ
平
美
津
子　
　

兵
庫
県
美
⽅
郡

瀧
川　

正
章　
　

東
京
都
小
⾦
井
市

佐
藤　

美
咲　
　

静
岡
市
・
静
岡
サ
レ
ジ
オ
⾼
等
学
校

都
築　
　

修　
　

富
士
宮
市

福
田　

凌
久　
　

富
士
宮
市
・
静
岡
県
立
富
士
特
別
⽀
援
学
校
富
士
宮
分
校

佐
野　

海
⽃　
　

富
士
宮
市
・
静
岡
県
立
富
士
特
別
⽀
援
学
校
富
士
宮
分
校

西
川　

穂
耶　
　

富
士
宮
市
・
静
岡
県
立
富
士
特
別
⽀
援
学
校
富
士
宮
分
校

小
林　

夏
子　
　

富
士
宮
市
・
21
世
紀
ア
ー
ト
ス
タ
ジ
オ

遠
藤　

和
帆　
　

富
士
宮
市

早
房　

安
菜　
　

富
士
市
・
静
岡
県
立
富
士
⾼
等
学
校
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■Preschool

LAI YIK SUN Hong Kong Art Point Creative
LIN YUEHAN Hong Kong RAINBOW CREATIVE ARTS 
WONG HOI TUNG Hong Kong Big House Art Workshop

■Elementary school lower grades

TO SHEUNG WAN SYRUS Hong Kong RAINBOW CREATIVE ARTS 
WONG ASHLEY Hong Kong RAINBOW CREATIVE ARTS
LEE PUI WING SAVINA Hong Kong Big House Art Workshop

■Elementary school upper grades

LAW HEI TING HEDY Hong Kong Art Point Creative
LAM TSZ CHING Hong Kong Art Point Creative
ANGELO CHAN  Hong Kong SCHOOL OF CREATIVITY

■High school students and adults

SIU KA YI  Hong Kong SCHOOL OF CREATIVITY
LI TIN HO  Hong Kong SCHOOL OF CREATIVITY
CHAN CHEUK YIU  Hong Kong SCHOOL OF CREATIVITY

■Junior high school grades

LO MAY HAY HAILEY Hong Kong Vkids Creative
FAN HAU KIU ANKE Hong Kong Find Arts Studio

International Award
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選
　
　
　
評

審
査
員
⻑　

村  

松  

友  

視

富
士
山
へ
の
多
彩
な
思
い

　

今
回
は
、
全
体
的
に
書
き
た
い
こ
と
に
対
す
る
好
ま
し
い
⾓
度
の
作
品

が
多
く
、
選
考
会
は
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
す
る
と
予
想
し
ま
し
た
が
、
議
論

の
中
で
細
部
に
分
け
入
る
と
、
簡
単
に
は
決
め
ら
れ
ぬ
問
題
が
発
見
さ
れ

て
ゆ
き
、
ス
リ
ル
に
み
ち
た
と
言
え
ば
大
袈
裟
で
す
が
、
そ
れ
に
近
い
雰

囲
気
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

小
学
⽣
低
学
年
の
部
最
優
秀
賞
は
三
年
⽣
の
三
上
琴
⽻
君
の
作
品
。
富

士
山
を
自
分
の
親
し
い
友
だ
ち
に
見
立
て
、
山
登
り
を
さ、

れ、

て、

い
る
と
き

の
気
持
を
た
ず
ね
、
く
す
ぐ
っ
た
い
？　

い
た
い
？　

そ
れ
と
も
へ
い

き
？　

誕
⽣
⽇
は
い
つ
？　

は
る
で
し
ょ
う
？　

さ
く
ら
の
き
が
咲
く
次

の
は
る
は
一
緒
に
お
い
わ
い
し
よ
う
ね
…
…
友
だ
ち
で
あ
る
ふ
じ
さ
ん
に

次
々
と
言
葉
を
投
げ
か
け
る
ス
ピ
ー
ド
感
に
、
小
学
⽣
ら
し
い
友
情
感
が

あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

小
学
⽣
⾼
学
年
の
部
最
優
秀
賞
は
五
年
⽣
の
瀧
田
理
一
君
の
作
品
。
つ

い
に
剣
が
峰
ま
で
登
っ
た
満
足
感
と
、
穏
や
か
に
見
え
る
富
士
山
の
怖
さ

が
神
社
で
押
し
て
も
ら
っ
た
焼
き
印
の
価
値
に
強
く
か
さ
な
っ
た
。
小
屋

か
ら
テ
ニ
ス
ボ
ー
ル
く
ら
い
の
小
さ
な
花
火
を
見
お
ろ
し
、
富
士
山
に
も

一
度
く
ら
い
大
き
な
花
火
を
見
せ
て
あ
げ
た
い
な
と
思
っ
て
な
が
め
る
⼼

根
。
来
年
は
お
鉢
回
り
を
し
て
、
山
頂
の
郵
便
局
か
ら
み
ん
な
に
手
紙
を

出
す
こ
と
を
自
分
に
約
束
し
、
富
士
山
ま
た
ね
…
…
と
ハ
ー
ト
マ
ー
ク
を

向
け
る
⼼
の
は
ず
み
が
伝
わ
っ
て
き
て
、
⾼
学
年
ら
し
い
い
く
つ
か
の
気

持
の
か
さ
な
り
が
表
現
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

中
学
⽣
の
部
は
一
年
⽣
の
三
ツ
谷
悠
士
君
の
作
品
。
山
岳
救
助
隊
の
仕

事
を
す
る
父
を
尊
敬
し
気
づ
か
い
⼼
配
し
な
が
ら
見
守
る
気
持
が
強
く
伝

わ
っ
て
く
る
。
休
⽇
を
返
上
し
た
仕
事
か
ら
帰
る
父
の
家
族
へ
の
〝
申
し

訳
な
さ
そ
う
な
表
情
〟
を
見
逃
さ
な
い
、
み
ず
み
ず
し
く
鋭
い
感
性
を
強

く
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

⾼
校
⽣
・
成
人
の
部
は
大
塚
遥
⾹
さ
ん
の
作
品
。
富
士
山
の
見
え
る
静

岡
の
大
学
へ
進
学
し
た
も
の
の
、
親
元
を
離
れ
た
時
間
の
寂
し
さ
の
象
徴

と
し
て
憎
ら
し
く
さ
え
感
じ
て
い
た
富
士
山
が
、
い
つ
の
間
に
か
〝
当
た

り
前
の
⾵
景
〟
に
な
っ
て
い
き
、
十
五
年
後
に
静
岡
を
離
れ
る
⽇
に
な
っ

て
、
自
分
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
気

づ
き
を
か
み
し
め
る
。
時
の
経
過
の
価
値
を
も
伝
え
て
く
れ
る
、
大
人
ら

し
い
作
品
で
し
た
。

28038261
テキストボックス
一年生の田中護
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副
審
査
員
⻑　

村  

上  

雅  

洋

　

今
回
、
歴
史
あ
る
富
士
山
へ
の
手
紙
・
絵
コ
ン
ク
ー
ル
の
絵
部
⾨
の
審

査
を
初
め
て
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

昨
年
に
比
べ
、
出
品
数
は
全
体
で
百
点
余
り
増
加
（
海
外
か
ら
の
出
品

は
二
百
点
以
上
増
加
）
し
、
富
士
山
世
界
遺
産
登
録
が
十
年
を
超
え
、
富

士
山
へ
の
関
⼼
の
よ
り
一
層
の
⾼
ま
り
を
感
じ
ま
し
た
。
来
年
は
三
十
回

目
の
節
目
を
迎
え
、
さ
ら
に
力
作
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

幼
児
、
小
学
⽣
低
学
年
の
部
な
ど
で
は
、
自
分
の
体
験
や
、
擬
人
化
さ

れ
た
富
士
山
な
ど
が
自
由
に
描
か
れ
、
学
年
が
あ
が
る
に
つ
れ
て
体
験
が

広
が
り
観
察
眼
が
深
ま
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
中
学
⽣
の
部
、
⾼

校
⽣
・
成
人
の
部
で
は
卓
越
し
た
筆
さ
ば
き
に
感
⼼
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

最
優
秀
作
品
に
つ
い
て
私
な
り
に
感
想
を
述
べ
て
み
ま
す
。

　

幼
児
の
部　

お
く
だ
あ
お
と
さ
ん
の
『
こ
れ
か
ら
す
む
と
こ
ろ
』
は
画

面
や
や
左
に
富
士
山
を
大
き
く
と
ら
え
、
空
に
は
太
陽
、
こ
れ
か
ら
住
む

麓
に
は
た
く
さ
ん
の
花
々
を
描
い
て
い
ま
す
。
自
由
な
形
や
カ
ラ
フ
ル
な

色
彩
が
画
面
に
リ
ズ
ム
感
を
与
え
、
躍
動
感
を
も
っ
て
響
い
て
き
ま
す
。

　

小
学
⽣
低
学
年
の
部　

な
が
い
は
る
き
さ
ん
の
『
わ
お
ー
！
こ
わ
い
け

ど
た
の
し
い
ふ
じ
山
り
ょ
こ
う
』
は
夏
休
み
に
家
族
で
サ
フ
ァ
リ
パ
ー
ク

へ
行
っ
た
時
の
家
族
旅
行
の
思
い
出
を
描
い
た
作
品
と
思
わ
れ
ま
す
。
自

動
車
の
周
り
を
堂
々
と
歩
き
回
る
た
く
さ
ん
の
動
物
が
大
き
く
描
か
れ
、

驚
い
た
り
喜
ん
だ
り
し
た
自
身
の
感
動
が
画
面
い
っ
ぱ
い
に
広
が
っ
て
い

ま
す
。

　

小
学
⽣
⾼
学
年
の
部　

小
尾
海
翔
さ
ん
の
『
暁
の
富
士
山
』
は
夜
明
け

前
の
情
景
を
描
い
た
も
の
。
オ
レ
ン
ジ
、
青
、
白
、
黄
土
色
の
色
面
で
画

面
を
区
切
り
、
富
士
山
や
麓
を
平
面
化
し
、
対
照
的
に
紫
色
の
雲
を
う
ね

る
よ
う
に
表
現
し
、
画
面
を
い
き
い
き
と
感
じ
さ
せ
ま
す
。

　

中
学
⽣
の
部　

千
須
和
建
伍
さ
ん
の
『
荘
厳
な
富
士
』
は
、
た
て
構
図

で
富
士
山
の
中
腹
ま
で
を
描
き
、
富
士
山
の
荘
厳
さ
、
迫
力
を
表
現
し
て

い
ま
す
。
朱
色
の
空
も
効
果
的
で
す
。
大
沢
崩
れ
を
は
じ
め
と
す
る
野

渓
、
荒
々
し
い
岩
肌
な
ど
、
鋭
い
観
察
眼
で
丁
寧
に
描
き
き
っ
て
い
ま

す
。

　

⾼
校
⽣
・
成
人
の
部　

⽯
川
邦
彦
さ
ん
の
『T

H
IS　

IS 

富
士
』
は
象

徴
的
な
富
士
山
麓
の
⾵
景
を
描
い
た
秀
作
。
青
空
と
富
士
の
雪
、
紅
葉
し

た
カ
ラ
松
な
ど
が
ア
ク
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
⽅
モ
ノ
ク
ロ
で
描

か
れ
た
画
面
下
半
分
に
は
、
ね
じ
れ
、
横
た
わ
っ
た
朽
ち
か
け
た
⽊
が
大

き
く
描
か
れ
、
穏
や
か
な
⾵
景
描
写
の
中
に
、
富
士
山
の
自
然
の
厳
し
さ

を
暗
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

選
　
　
　
評
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小学生低学年 小学生高学年 中学生 高校生・成人 計

応募数（人） 644 732 1,786 23 3,185

                                                            

小学生低学年 小学生高学年 中学生 高校生・成人 計

令和５年度
（28 回）

755 817 2,511 25 4,108

令和４年度
（27 回）

980 1,009 2,753 19 4,761

令和３年度
（26 回）

1,247 1,233 2,939 20 5,439

令和２年度
（25 回）

973 1,398 1,976 119 4,466

令和元年度
（24 回）

1,880 1,916 2,615 204 6,615

                                                   

幼　児 小学生低学年 小学生高学年 中学生 高校生・成人 計

応募数（人） 462 759 490 384 137 2,232

（海外応募） (185) (121) (68) (16) (22) (412)

幼　児 小学生低学年 小学生高学年 中学生 高校生・成人 計

令和５年度
（28 回）

423 785 478 284 157 2,127

令和４年度
（27 回）

663 784 518 180 67 2,212

令和３年度
（26 回）

559 953 701 336 162 2,711

令和２年度
（25 回）

673 626 466 326 183 2,274

令和元年度
（24 回）

561 775 564 307 139 2,346

令和６年度（第29回）

富士山への手紙・絵コンクール応募数

1　手紙の部

（参考）過去５年間の応募数（人）

（参考）過去５年間の応募数（人）

２ 絵の部
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■
一
次
審
査

日
時
　
令
和
六
年
九
月
三
十
日 

（
月
）

　
　
　
午
前
九
時
～
正
午

場
所
　
富
士
宮
市
役
所
六
階 

会
議
室

内
容
　
全
て
の
応
募
作
品
の
中
か
ら
、
各
部

門
百
五
十
点
を
選
出  
　

■
二
次
審
査

日
時
　
令
和
六
年
十
月
二
十
二
日
（
火
）

　
　
　
午
後
二
時
～
午
後
四
時

場
所
　
富
士
宮
市
役
所
七
階 

特
大
会
議
室

内
容  

各
部
門
一
次
審
査
通
過
百
五
十
点
か

ら
入
賞
作
品
二
十
四
点
を
選
出
　

■
最
終
審
査

日
時
　
令
和
六
年
十
一
月
十
五
日
（
⾦
）

　
　
　 

午
後
一
時
～
午
後
二
時
三
十
分

場
所
　
富
士
宮
市
役
所
七
階 

特
大
会
議
室

内
容
　
各
部
門
入
賞
二
十
四
点
か
ら

各
部
門
「
最
優
秀
賞
」
一
点
（
計
五
点
）

各
部
門
「
優
秀
賞
」
三
点
（
計
十
五
点
）

各
部
門
「
佳
作
」
二
十
点
（
計
百
点
）

　
　
　
各
部
門
「
海
外
賞
」
三
点

※
「
海
外
賞
」
中
学
生
の
部
は
二
点

（
計
十
四
点
）
　

　
　
　
総
計
百
三
十
四
点
を
選
出

■
一
次
審
査

日
時
　
令
和
六
年
九
月
十
三
日 

（
⾦
）
～

　
　
　
九
月
二
十
七
日
（
⾦
）

場
所
　
富
士
宮
市
役
所
六
階 

会
議
室
等

内
容
　
全
て
の
応
募
作
品
の
中
か
ら
、
各
部

門
四
十
点
を
選
出

※
高
校
生
・
成
人
の
部
は
応
募
作
品

の
中
か
ら
二
十
三
点
を
選
出

■
二
次
審
査

日
時
　
令
和
六
年
十
月
二
日
（
水
）
～

　
　
　
十
月
十
一
日
（
⾦
）

場
所
　
富
士
宮
市
役
所
六
階 

会
議
室
等
　

内
容  

各
部
門
一
次
審
査
通
過
作
品
四
十
点

か
ら
二
十
四
点
を
選
出

※
高
校
生
・
成
人
の
部
は
一
次
審

査
通
過
作
品
二
十
三
点
か
ら

二
十
三
点
を
選
出

■
三
次
審
査

日
時
　
令
和
六
年
十
月
二
十
五
日
（
月
）

　
　
　
午
後
二
時
～
午
後
四
時

場
所
　
富
士
宮
市
役
所
五
階 
会
議
室

内
容
　
各
部
門
入
賞
二
十
四
点
の
選
出
と
そ

の
中
か
ら
最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
候
補

各
十
点
を
選
出

※
高
校
生
・
成
人
の
部
は
入
賞
候
補

六
点
の
選
出
と
そ
の
中
か
ら
最

優
秀
賞
、
優
秀
賞
候
補
六
点
を

選
出

■
最
終
審
査

日
時
　
令
和
六
年
十
一
月
十
五
日
（
⾦
）

　
　
　
午
後
二
時
三
十
分
～
午
後
五
時

場
所
　
富
士
宮
市
役
所
六
階 

会
議
室

内
容
　
各
部
門
賞
候
補
各
十
点
か
ら

各
部
門
「
最
優
秀
賞
」
一
点
（
計
三
点
）

各
部
門
「
優
秀
賞
」
三
点
（
計
九
点
）

各
部
門
「
佳
作
」
二
十
点
（
計
六
十
点
）

※
高
校
生
・
成
人
の
部
は
賞
候
補
六

点
か
ら
「
最
優
秀
賞
」
一
点

　
総
計
七
十
三
点
を
選
出

「
絵
部
門
」 

審
査
経
過

「
手
紙
部
門
」 

審
査
経
過
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■
一
次
審
査

日
時
　
令
和
六
年
九
月
三
十
日 

（
月
）

　
　
　
午
前
九
時
～
正
午

場
所
　
富
士
宮
市
役
所
六
階 

会
議
室

内
容
　
全
て
の
応
募
作
品
の
中
か
ら
、
各
部

門
百
五
十
点
を
選
出  

　

■
二
次
審
査

日
時
　
令
和
六
年
十
月
二
十
二
日
（
火
）

　
　
　
午
後
二
時
～
午
後
四
時

場
所
　
富
士
宮
市
役
所
七
階 

特
大
会
議
室

内
容  

各
部
門
一
次
審
査
通
過
百
五
十
点
か

ら
入
賞
作
品
二
十
四
点
を
選
出
　

■
最
終
審
査

日
時
　
令
和
六
年
十
一
月
十
五
日
（
⾦
）

　
　
　 

午
後
一
時
～
午
後
二
時
三
十
分

場
所
　
富
士
宮
市
役
所
七
階 

特
大
会
議
室

内
容
　
各
部
門
入
賞
二
十
四
点
か
ら

各
部
門
「
最
優
秀
賞
」
一
点
（
計
五
点
）

各
部
門
「
優
秀
賞
」
三
点
（
計
十
五
点
）

各
部
門
「
佳
作
」
二
十
点
（
計
百
点
）

　
　
　
各
部
門
「
海
外
賞
」
三
点

※
「
海
外
賞
」
中
学
生
の
部
は
二
点

（
計
十
四
点
）
　

　
　
　
総
計
百
三
十
四
点
を
選
出

令
和
六
年
度（
第
二
十
九
回
）

　
　
　
富
士
山
へ
の
手
紙
・
絵
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
員

審
査
員
⻑

副
審
査
員
⻑

上
席
審
査
員

主
任
審
査
員

審　

査　

員

  

（
順
不
同
）

（
敬
称
略
）

村
松　

友
視
（
作
家
）

村
上　

雅
洋
（
画
家
）

光
永　

健
男
（
国
土
交
通
省
富
士
砂
防
事
務
所
⻑
）

望
⽉　

俊
伸
（
富
士
宮
市
教
育
委
員
会
教
育
⻑
）

近
藤
し
げ
子
（
元
富
士
宮
市
立
小
学
校
⻑
）

真
野
ま
き
子
（
元
富
士
宮
市
社
会
教
育
指
導
員
）

津
田
美
知
子
（
富
士
宮
市
小
学
校
国
語
科
責
任
校
⻑
）

佐
藤　
　

健
（
富
士
宮
市
小
学
校
図
画
工
作
科
責
任
校
⻑
）

由
井　

伸
英
（
富
士
宮
市
中
学
校
国
語
科
責
任
校
⻑
）

佐
々
⽊　

誠
（
富
士
宮
市
中
学
校
美
術
科
責
任
校
⻑
）

岩
渕　

聖
子　
　

佐
野　

⾹
⾥　
　

塩
川　
　

梓　
　

依
田
紗
也
可　
　

島
⼝　

美
聡　
　

⾚
池　

知
美　

⽯
川　

真
人　
　

遠
藤
⾹
緒
⾥　
　

井
出　
　

誠　
　

鎌
形　

由
多　
　

笹
井　

裕
人　
　

遠
藤　

大
史

酒
巻　
　

潤　
　

野
⼝　

湧
太　
　

阿
武　
　

誠　
　

山
﨑　

文
男　
　

芦
澤　

義
子　
　

井
出
由
美
子

坪
井
ゆ
か
り　
　

⽔
越　

史
明　
　

山
下　

忠
男　
　

遠
藤　
　

進　



80

令
和
六
年
度（
第
二
十
九
回
）

　
　
　
富
士
山
へ
の
手
紙
・
絵
コ
ン
ク
ー
ル
実
行
委
員
会
構
成
団
体
一
覧

国
土
交
通
省
富
士
砂
防
事
務
所

富
士
砂
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
教
育
委
員
会

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　
　
　
富
士
山
へ
の
手
紙
・
絵
コ
ン
ク
ー
ル
後
援
団
体
一
覧

静
岡
県 / 

静
岡
県
教
育
委
員
会 / 
⽇
本
郵
便
株
式
会
社
東
海
⽀
社

Ｎ
Ｈ
Ｋ
静
岡
放
送
局 / 

静
岡
新
聞
社
・
静
岡
放
送 / 

テ
レ
ビ
静
岡

静
岡
朝
⽇
テ
レ
ビ  /  

静
岡
第
一
テ
レ
ビ  /  
朝
⽇
新
聞
静
岡
総
局

産
経
新
聞
静
岡
⽀
局 / 

中
⽇
新
聞
東
海
本
社 / 
毎
⽇
新
聞
静
岡
⽀
局

読
売
新
聞
静
岡
⽀
局 /

岳
南
朝
⽇
新
聞
社/

富
士
ニ
ュ
ー
ス
社/

富
士
山
本
宮
浅
間
大
社/

富
士
山
表
富
士
宮
⼝
登
山
組
合

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　
　
　
富
士
山
へ
の
手
紙
・
絵
コ
ン
ク
ー
ル
協
賛
団
体

一
般
社
団
法
人
中
部
地
域
づ
く
り
協
会

⽇
本
郵
便
株
式
会
社
東
駿
河
地
区
連
絡
会

（
順
不
同
・
敬
称
略
）
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